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唐
樋
札
場
跡
は
、
藩
政
時
代
に
は
萩

往
還
の
起
点
と
し
て
、
ま
た
、
掟
お
き
て

や
法は
っ
と度
、
罪
人
の
晒さ
ら

し
な
ど
を
庶
民
に
知

ら
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
高
札
場
や
番

所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
昭
和
時
代
に

は
複
数
の
店
舗
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
が
、

老
朽
化
に
伴
い
萩
の
歴
史
的
景
観
を
損
ね

て
い
ま
し
た
。

　

高
札
場
は
、
発
掘
調
査
に
よ
り
建
っ
て

い
た
位
置
や
規
模
が
判
明
し
、
ま
た
、
文

献
調
査
や
類
例
調
査
に
よ
り
上
部
構
造
が

観
音
院
は
古
く
か
ら
「
玉
江
観
音
」

と
呼
ば
れ
、
海
の
護
り
観
音
と
し

て
崇あ
が

め
ら
れ
、
中
国
三
十
三
観
音
霊
場
の

一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
音

堂
は
八や

え江
萩は
ぎ
め
い
し
ょ
ず
え

名
所
図
画
に
も
描
か
れ
、
萩

市
の
景
観
重
要
建
造
物
、
歴
史
的
風
致
形

成
建
造
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ

て
以
来
、
長
年
の
風
雨
の
た
め
老
朽
化
が

進
み
、
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

市では、昨年１月萩市をはじめ全国で５つの市が初めて認定された「歴史的風致維持向上
計画」に基づき、指定文化財のほか、歴史上価値の高い建造物などに対し、国の財政的支
援を受けながらまちづくりを進めています。今回は、その取り組みを紹介します。

概
ね
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

構
造
形
式
は
、
柱
間
５
・
91
ｍ
、
高
さ

５
・
67
ｍ
、
木
造
、
切
妻
造
、
鋼
板
葺
（
往

時
は
板
葺
）
と
な
り
ま
す
。

■
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

▽
と
き 

４
月
28
日（
水
）午
前
10
時
〜
11
時

▽
内
容  

式
典
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等

※
式
典
終
了
後
、
高
札
場
の
発
掘
調
査
で

判
明
し
た
結
果
や
地
下
遺
構
な
ど
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

▽
総
事
業
費　

約
５
０
７
１
万
円

八江萩名所図画（観音堂）

八江萩名所図画（唐樋札場）

　

３
月
15
日
、観
音
堂
の
修
理
工
事
の
安

全
祈
願
祭
が
開
か
れ
、今
後
、建
物
全
体
を

素す

や

ね
屋
根
等
で
囲
っ
た
上
で
、
部
分
的
な
解

体
を
行
い
、
屋
根
の
葺
き
替
え
や
破
損
し

た
部
材
の
取
り
替
え
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
主
体
は
宗
教
法
人
観
音
院
で
、
檀
家

や
玉
江
浦・
倉
江
地
区
等
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

付
さ
れ
た
浄
財
も
修
理
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

▽
完
了
予
定　

平
成
24
年
３
月

▽
総
事
業
費　

約
１
億
５
０
０
０
万
円

（
３
分
の
２
を
国
と
市
が
補
助
）

２
年
後
の
完
成
を
目
指
し
修
理
始
ま
る

高
さ
５
ｍ
を
超
え
る
高
札
場
を
復
原
し
、史
跡
公
園
と
し
て
整
備
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介
護
保
険
制
度
は
こ
の
４
月
１
日

に
10
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
介
護

を
家
族
の
負
担
だ
け
で
な
く
社
会
全

体
で
支
え
合
う
と
の
考
え
に
基
づ
き

始
ま
っ
た
。こ
の
制
度
開
始
に
併
せ
、

椿
地
区
に
萩
市
民
病
院
と
福
祉
複
合

施
設
か
が
や
き
が
完
成
し
「
健
康
維

新
の
里
」
が
動
き
出
す
。
こ
の
拠
点

と
他
の
公
共
施
設
、
交
通
機
関
等
を

結
ぶ
「
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」
が

同
時
に
運
行
開
始
と
な
る
。

　

こ
の
バ
ス
は
全
国
初
の
小
型
低
床

型（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
）。
高
齢
の
方
々

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
車
椅
子

で
も
乗
れ
る
よ
う
に
、
し
か
も
道
路

狭き
ょ
う
あ
い
隘
の
た
め
小
型
と
い
う
諸
要
請

に
日
野
自
動
車
が
応
え
、
新
た
に
開

発
し
て
も
ら
っ
た
も
の
。
導
入
後

多
く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。
年
間
約
25
万
人
。
一
昨
年
に
は

利
用
者
通
算
２
０
０
万
人
を
達
成
。

今
や
車
を
運
転
さ
れ
な
い
高
齢
の

方
々
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
な
く
て

は
な
ら
ぬ
存
在
。
１
日
に
は
更
新
の

新
規
車
両
が
登
場
。「
松
陰
先
生
」「
晋

作
く
ん
」
が
今
日
も
元
気
に
市
内
を

循
環
し
て
い
る
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.60

事業名 地区 実施状況（計画）
１ 唐樋札場跡整備事業 東田町 平成20〜22年度
２ 藍場川整備事業 平安古町平成20〜21年度
３ 堀内鍵曲道路整備事業 堀内 平成20年度

４ 高質空間形成施設
（側溝美装化）整備事業 川島 平成21年度　※

（市報3月15日号で紹介）

５ 既存建造物活用事業
（玉木文之進旧宅） 椿東 平成21年度　※

（市報2月15日号で紹介）

６ 渡辺蒿
こうぞう

蔵旧宅整備事業 江向 平成20〜23年度
（市報2月15日号で紹介）

７ 萩藩校明倫館整備事業 江向 平成20〜22年度
８ 観

かんのんいん

音院観音堂修理事業 山田 平成21〜23年度
９ 森井家住宅修理事業 西田町 平成22〜24年度

■計画に基づく事業

県立萩美術館・浦上記念館の本館と陶芸展示施設
の間を流れる藍場川を、親水護岸を兼ねた遊歩道
として整備。延長136m

老朽化している本館の床と窓枠および外壁（漆喰）
の改修。本館前通路の舗装。西側土塀の補修

従来から砂利としていたが、散らばりやすく凹凸
ができるため、景観と交通安全の面から天然土に
より舗装。延長220m

江戸時代の建築と思われ、破損している屋根、軸部
を解体し在来工法に倣い修理。
事業主体は、森井家住宅保存財団

　

萩
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
歴
史
的
遺
産
を

守
り
、
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
地
域
の
誇
り
を

育
ん
で
き
て
お
り
、
特
に
町
並
み
保
存
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
先
駆
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、平
成
16
年
に「
萩

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
構
想
を
立
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
構
想
実
現
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
た
め

に
計
画
を
策
定
し
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
期
間　

平
成
20
〜
29
年
度
（
10
年
間
）

■
計
画
に
基
づ
く
事
業　

左
表
の
と
お
り

※まちづくり交付金事業

歴史的風致維持向上計画とは

平
成
20
年
度
完
成

平
成
24
年
度
完
成
予
定

３
月
末
完
成

平
成
22
年
度
完
成
予
定
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完了した事業 平成21年度に完了した事業を２月15日号、
３月15日号に続き報告します。

平 成 21 年 度

　

設
置
か
ら
28
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

激
し
く
手
す
り
が
破
損
し
、
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
た
歩
道
橋
を
３
月
末
に
撤
去
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
萩
駅
前
の
都

市
景
観
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
８
５
６
万
円

市
営
住
宅
大
島
第
３
団
地

　

３
月
27
日
、
市
営
住
宅
大
島
第
３
団
地

が
完
成
し
、
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
、
平
成
17
年
の
第
２
団
地

の
整
備
後
も
若
い
新
規
就
漁
者
が
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
強
い
要

望
を
受
け
、
平
成
20
〜
21
年
度
で
２
棟
８

戸
を
追
加
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

見
学
会
に
は
約
80
人
の
参
加
が
あ
り
、

参
加
者
は
、「
住
宅
建
設
に
大
変
助
か
っ

て
い
る
。
希
望
が
持
て
る
」
と
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
応
募
の
中
か
ら
大
島
出
身
８
世

帯
が
４
月
中
旬
に
入
居
し
ま
す
。

【
総
事
業
費
】
１
億
４
２
３
３
万
円

大
島
防
火
水
槽
、
消
防
器
庫

　

常
備
消
防
の
な
い
離
島
で
、
地
域
防
災

の
充
実
を
図
る
た
め
、
60
ｔ
級
の
防
火
水

槽
１
基
と
昨
年
配
車
し
た
小
型
ポ
ン
プ
付

軽
消
防
車
を
格
納
す
る
消
防
器
庫
を
整
備

し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
１
４
６
５
万
円

萩
地
域

３
月
末
完
成
！

　

平
成
10
年
に
萩
市
特
産
の
相
島
す
い
か

等
の
集
出
荷
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た

が
、
農
産
物
の
品
質
向
上
と
作
業
の
安
全

確
保
の
た
め
、
外
壁
を
設
置
す
る
な
ど
の

改
修
を
行
い
、
施
設
の
機
能
強
化
を
図
り

ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
約
１
２
５
５
万
円

相
島
農
業
集
落
道

　

農
業
の
生
産
性
の
向
上
や
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度

か
ら
進
め
て
い
る
相
島
地
区
の
農
業
集
落

道
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

道
路
の
拡
幅
に
よ
り
、
農
作
業
は
も
と

よ
り
生
活
環
境
等
、
島
民
の
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。

【
事
業
概
要
】
幅
員
＝
４
ｍ
、
延
長
＝

２
０
０
ｍ

【
総
事
業
費
】　

７
４
６
４
万
円

萩
地
域

３
月
末
・
４
月
中
旬
完
成
！

萩
地
域

相
島
多
目
的
集
出
荷
施
設
の
外
壁

東
萩
駅
前
の
歩
道
橋
の
撤
去
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道
路
側
溝
の
蓋
の
老
朽
化
に
よ
る
騒
音

や
、
が
た
つ
き
に
よ
る
通
行
上
の
障
害
等

を
解
消
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
を

床
版
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
化
（
鋼
材
を
格
子

状
に
組
ん
だ
も
の
）
し
ま
し
た
。

　

実
施
か
所
は
、次
の
21
町
内
の
15
路
線
、

延
べ
約
3.8
㎞
で
22
か
所
。

▽
土
原
１
〜
３
区
、
江
向
１
〜
４
区
、
河

添
、塩
屋
町
、米
屋
町
、御
許
町
、唐
樋
町
、

春
若
町
、
下
五
間
町
、
吉
田
町
、
細
工
町
、

恵
美
須
町
、
米
屋
町
、
津
守
町
、
西
田
町
、

平
安
古
町

【
総
事
業
費
】
約
８
０
０
０
万
円

江向

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー

　

昭
和
54
年
か
ら
運
営
し
て
い
る
弥
富
と

紫
福
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
、
農

家
の
需
要
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
が
新
た
に
両
施

設
を
統
合
し
、
高
俣
地
区
と
小
川
地
区
に

育
苗
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
補
助
し
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
、
苗
６
万
５
０
０
０
箱
が
育

苗
で
き
、
両
地
域
３
２
５
ha
の
収
穫
作
業

の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

【
総
事
業
費
】
２
億
９
１
５
９
万
円
（
う

ち
市
補
助
金
８
３
３
１
万
円
）

須
佐
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
備

　

平
成
３
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
須
佐
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
籾も
み

乾
燥
機
や
荷
受
設
備

が
老
朽
化
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

が
実
施
し
た
改
修
に
つ
い
て
、
補
助
し
ま

し
た
。

　

処
理
能
力
が
１
日
当
た
り
５
ｔ
の
乾
燥

機
が
７
基
が
更
新
さ
れ
、
須
佐
地
域
80　
ha

の
収
穫
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

【
総
事
業
費
】
５
１
９
８
万
円
（
う
ち
市

補
助
金
２
４
７
５
万
円
）

田
万
川
地
域
・
む
つ
み
地
域

３
月
末
完
成
！

須
佐
地
域

３
月
末
完
成
！

萩
地
域

３
月
末
完
成
！

各
児
童
遊
園
の
新
し
い
遊
具

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
快
適
に
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
市
内
12
か
所
の

児
童
遊
園
の
遊
具
を
、
昨
年
11
月
か
ら
今

年
３
月
ま
で
、
順
次
更
新
し
ま
し
た
。

　

３
月
末
に
は
、
中
央
公
園
に
木
製
複
合

遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
児
童
遊
園
】
堀
内
児
童
遊
園

地
、
長
山
こ
ど
も
遊
園
地
、
船
津
こ
ど
も

遊
園
地
、
大
屋
児
童
遊
園
地
、
大
井
松
原

児
童
遊
園
地
、
松
陰
大
橋
下
児
童
公
園
、

河
添
児
童
遊
園
地
、熊
谷
町
児
童
遊
園
地
、

無
田
ヶ
原
児
童
遊
園
地
、
土
原
１
区
こ
ど

も
遊
園
地
、
菊
ヶ
浜
児
童
遊
園
地
、
玉
江

３
区
児
童
遊
園
地

【
総
事
業
費
】
１
３
６
９
万
円

中央公園の木製複合遊具

萩
地
域

道
路
側
溝
の
が
た
つ
き
防
止
工
事
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小
中
学
校
施
設
設
備

　

児
童
生
徒
が
快
適
に
学
習
で
き
る
よ
う

教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
中
学

校
14
校
の
施
設
設
備
の
改
修
を
行
い
ま
し

た
。

▽
萩
東
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
照
明
器
具

の
取
り
替
え

萩東中学校体育館の照明

私
立
保
育
所
整
備
へ
補
助

　

春
日
保
育
園
（
堀
内
）
の
３
歳
未
満
児

の
入
所
増
に
対
応
す
る
た
め
、
２
歳
児
保

育
室
・
事
務
室
１
１
８
㎡
の
増
築
に
つ
い

て
整
備
費
を
補
助
し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
約
４
４
７
８
万
円
（
う
ち

市
補
助
金
５
０
０
万
円
）

保
育
所
施
設
設
備

　

園
児
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
保
育
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
保
育
施
設
設
備

の
改
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

▽
ト
イ
レ
の
洋
式
化
（
土
原
、
越
ヶ
浜
、

椿
、
新
川
、
三
見
、
椿
東
、
山
田
、
田
万

川
、
田
万
川
小
川
分
園
、
須
佐
、
あ
さ
ひ
、

あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
、
福
川
、
紫
福
）

　

生
活
様
式
の
変
化
や
、
障
害
児
に
対
応

す
る
た
め
、
各
保
育
園
の
ト
イ
レ
を
洋
式

化
し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
４
４
１
万
円

▽
空
調
設
備
の
設
置
（
越
ヶ
浜
、
三
見
、

椿
東
、
田
万
川
、
田
万
川
小
川
分
園
、
須

佐
、
弥
富
、
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
、
紫
福
）

　

体
育
館
の
照
明
設
備
を
昇
降
式
に
し
、

電
力
の
省
力
化
を
図
る
た
め
、
器
具
を
省

エ
ネ
タ
イ
プ
に
取
り
替
え
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
６
２
８
万
円

▽
川
上
中
学
校
の
倉
庫
改
修

　

老
朽
化
し
た
木
造
倉
庫
を
解
体
し
、
利

便
性
の
よ
い
場
所
に
新
設
し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
１
８
５
万
円

▽
須
佐
中
学
校
体
育
倉
庫
の
改
修

　

体
育
倉
庫
お
よ
び
部
室
と
し
て
使
用
し

て
い
る
建
物
の
外
壁
・
屋
根
・
内
装
等
を

改
修
し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
１
９
４
万
円

▽
小
中
学
校
職
員
室
の
空
調
設
備
の
設
置

（
明
倫
小
・
椿
東
小
・
木
間
小
・
大
井
小
・

相
島
小
、
越
ヶ
浜
中
・
大
井
中
・
萩
東
中
・

萩
西
中
）

　

職
員
室
（
校
長
室
を
含
む
）
に
エ
ア
コ

ン
を
新
設
し
、
学
校
の
職
場
環
境
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
で
、
市
内
す
べ
て
の
小
中

学
校
職
員
室
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

【
総
事
業
費
】
２
９
７
９
万
円

▽
小
中
学
校
放
送
機
器
の
整
備（
椿
東
小
・

越
ヶ
浜
小
・
福
川
小
、
萩
西
中
）

　

老
朽
化
し
た
放
送
機
器
や
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
を
取
り
替
え
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
３
９
１
万
円

　

保
育
園
園
児
の
保
育
環
境
整
備
、
健
康

管
理
の
た
め
、
遊
戯
室
お
よ
び
静
養
室
、

乳
児
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
１
５
７
９
万
円

　

見
島
保
育
園
の
保
育
環
境
整
備
の
た

め
、汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
化
し
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
５
６
２
万
円

萩
地
域

３
月
末
完
成
！

全
地
域

３
月
末
完
成
！

萩
地
域

12
月
末
完
成
！



市報HAGI●2010（平成22）年４月15日号�

田
万
川
地
域

４
月
末
完
成
！

　

公
共
施
設
や
観
光
地
、
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
は
来
場
者
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
設
備
で
あ
る

と
と
も
に
、
設
置
者
の
気
配
り
の
度
合
い

が
最
も
表
れ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
今
年
１
月
に
整
備
方

針
を
定
め
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
新
設
や
生

活
様
式
の
変
化
に
応
じ
た
洋
式
ト
イ
レ
の

増
設
、
ま
た
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
混
雑
解

消
に
向
け
た
男
女
比
率
の
見
直
し
な
ど
、

利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
の
設
置
、
改
善
を

進
め
て
い
ま
す
。

①
洋
式
便
器
の
設
置

　

新
た
に
施
設
を
整
備
す
る
場
合
に
は
、

原
則
そ
の
施
設
に
お
け
る
洋
式
便
器
数

（
多
目
的
ト
イ
レ
を
含
む
）
の
割
合
が
２

分
の
１
以
上
と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　

既
存
施
設
の
場
合
、
洋
式
便
器
が
な
い

施
設
に
お
い
て
、
男
女
の
そ
れ
ぞ
れ
に
最

低
で
も
一
つ
は
洋
式
便
器
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
年
次
的
に
改
修
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
洋
式
便
器
は
通
常
の
便
座
を
基

本
と
し
ま
す
が
、「
暖
房
便
座
」
や
「
温

水
洗
浄
便
座
」
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
利

用
状
況
や
目
的
（
市
民
館
や
公
民
館
等
）

に
応
じ
て
適
切
に
設
置
し
ま
す
。

②
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置　

　

新
た
に
「
大
勢
の
方
が
利
用
し
、
ま
た

は
主
と
し
て
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
利
用

す
る
施
設
」
を
整
備
す
る
場
合
、
原
則
と

し
て
１
か
所
以
上
整
備
し
ま
す
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
は「
暖
房
便
座
」や「
温

水
洗
浄
便
座
」
を
基
本
と
し
て
、「
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
設
備
」
や
「
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
」
に
つ
い
て
も
、
施
設
の
利
用
状
況
や

近
隣
施
設
に
お
け
る
設
置
状
況
に
応
じ
て

適
切
に
設
置
し
ま
す
。

③
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設
備

　

障
害
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
た

め
、
各
地
域
に
お
け
る
設
備
の
状
況
を
考

慮
し
、
各
地
域
に
最
低
１
か
所
は
配
備
さ

れ
る
よ
う
に
設
置
し
ま
す
。

※
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設
備
」
と
は
、

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う
な
ど
人
工
的

に
腹
部
に
排
泄
口
を
つ
く
っ
た
方
が
排
泄

物
を
処
理
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

区分 施設数
整備率（※）

洋式便器 多目的
トイレ

オストメイ
ト対応設備

萩 75 39% 55% 12%
川上 16 25% 38% 0%
田万川 27 37% 37% 4%
むつみ 16 56% 31% 0%
須佐 24 38% 38% 0%
旭 9 78% 78% 22%
福栄 17 35% 35% 0%

◆主要公共施設等における整備率

※「整備率」とは、１施設のうち１か所以上に整備されている施設の割合

市
の
ト
イ
レ
を

見
直
し
て
い
ま
す

④
男
女
比
率
の
見
直
し　

　

市
役
所
本
庁
に
お
い
て
女
性
用
ト
イ
レ

を
増
設
し
混
雑
を
解
消
す
る
な
ど
、
来
場

者
数
や
来
場
者
の
男
女
比
率
に
応
じ
た
見

直
し
を
検
討
し
ま
す
。

◎
ト
イ
レ
の
維
持
管
理

　

ど
ん
な
に
便
利
な
設
備
を
備
え
た
ト
イ

レ
を
整
備
し
て
も
、
そ
の
維
持
管
理
が

適
切
で
な
け
れ
ば
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
計
画
当
初

か
ら
十
分
に
検
討
を
行
い
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

  

果
樹
団
地
を
訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性

と
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
る
た
め
、
団
地

内
（
中
島
観
光
農
園
と
有
田
農
園
の
間
）

の
駐
車
場
の
公
衆
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
４

月
29
日
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

　

今
後
は
、駐
車
場
内
に
直
売
所
を
設
置
し
、

観
光
客
の
さ
ら
な
る
集
客
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

▽
木
造
平
屋
建
て　

28
㎡

▽
規
模　

男
子
用 

小
２
・
洋
１
、女
子
用 

洋
１
・
和
大
１
、多
目
的
用
車
イ
ス
用
１

【
総
事
業
費
】　

１
３
６
９
万
円

平
山
台
果
樹
団
地
駐
車
場
ト
イ
レ 
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萩・タウンミーティング
２
月
、
旧
郡
部
６
地
域
10
会
場
で「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市
長

と
の
対
話
の
集
会
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
弥
富
地
区
、
須
佐
地
区
で
の
会
場
か
ら
の
意
見
と
市
の
回

答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
意
見
と
市
の
回
答
の
要

旨
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〜市長との対話の集い〜 Ｑ＆Ａ③

Ｑ

　
　

萩
市
の
出
生
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

　
　

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。「
ふ
る

さ
と
は
我
々
が
守
る
」
と
考
え
る
人
を
育

て
る
教
育
が
必
要
と
思
う
。

Ａ　

出
生
率
が
低
い
原
因
は
様
々
あ
り
ま

す
が
、一
つ
は
若
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

　

市
内
に
就
職
先
が
少
な
い
こ
と
や
一
度

は
都
会
で
生
活
し
た
い
と
い
う
憧
れ
か

ら
、
高
校
卒
業
後
市
内
に
留
ま
る
若
者
は

１
割
程
度
で
す
。
ま
た
市
内
に
は
県
立
看

護
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
卒
業
後
は
市
外

の
病
院
に
就
職
す
る
人
が
大
半
で
す
。

　

し
か
し
市
内
の
病
院
で
は
看
護
師
が
不

足
し
て
い
ま
す
し
、
第
１
次
産
業
も
後
継

者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

農
業
は
、
収
益
あ
る
事
業
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
か
ら
後
継
者
が
い
な
い
の
で

す
。
し
か
し
工
夫
を
す
れ
ば
農
業
も
収

益
あ
る
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
思
い
ま

す
。

　

行
政
も
住
宅
の
整
備
や
研
修
費
の
助
成

な
ど
後
継
者
の
確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
一
番
必
要
な
こ
と
は
農
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
ど
う
す
れ
ば
農
業

が
収
益
あ
る
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
の
か

議
論
い
た
だ
き
、
発
言
い
た
だ
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
「
帰
り
な
ん
い
ざ 

田
園
ま
さ
に
荒
れ
な

ん
と
す
」。
故
郷
が
荒
れ
よ
う
と
し
て
い

る
現
状
を
見
ぬ
振
り
で
き
な
い
、
そ
う

い
っ
た
若
者
を
育
て
る
教
育
が
必
要
で

す
。

　
　

萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

　
　

質
問
の
時
間
を
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ　

萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市
長

と
の
対
話
の
集
い
〜
は
、
前
半
１
時
間
は

主
要
な
施
策
を
直
接
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
後
半
１
時
間
は
質
問
の
時
間
と
し
て

い
ま
す
。
ご
提
案
、
ご
意
見
な
ど
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
限
ら
ず
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

高
齢
者
の
交
通
手
段
を
再
考
す
る
協

　
　

議
の
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
に
、
交
通
、
福
祉
な
ど
高
齢
者
を
と
り

ま
く
諸
課
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 弥
富
地
区

弥
富
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
／
82
人

（
２
月
18
日
）

須
佐
地
区

須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
／
１
３
８
人

（
２
月
22
日
）

Ｑ

Ｑ
　
　

市
町
村
合
併
時
と
現
在
の
市
債
の
債

　
　

務
残
高
は
。

Ａ　

市
町
村
合
併
時（
平
成
16
年
度
末
）

は
約
６
８
１
億
円
の
市
債
の
債
務
残
高
が

あ
り
ま
し
た
が
、５
年
間
で
約
１
１
２
億

円
の
債
務
を
減
ら
し
、平
成
21
年
度
末
は

約
５
６
９
億
円
の
債
務
残
高
と
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
、基
金
は
合
併
時
と
ほ
ぼ
同
額

の
約
１
０
０
億
円
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

債
務
を
減
ら
す
過
程
で
は
事
業
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
21

年
度
は
９
回
（
※
）
の
補
正
予
算
を
計
上

し
、
各
地
域
が
要
望
さ
れ
る
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

※
３
月
定
例
会
で
追
加
補
正
が
あ
り
、
10

回
の
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

会　場 参加人数
川上地域 131人
紫福地区 93人
福川地区 109人
明木地区 60人
佐々並地区 66人
小川地区 51人
江崎地区 142人
むつみ地域 130人
弥富地区 82人
須佐地区 138人
合　計 1,002人
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４
月
１
日
、
新
清
掃
工
場
の
建
設
と
管
理

運
営
を
萩
市
と
長
門
市
が
共
同
で
行
う
た
め
、

「
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
の
代
表
で
あ
る
組
合
管

理
者
に
野
村
興
兒
萩
市
長
が
、
副
管
理
者
に

南の
う
の
き
ょ
う
す
け

野
京
右
長
門
市
長
が
就
任
し
、
両
市
の
職

員
計
26
人
が
組
合
職
員
に
併
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
萩
市
議
会
議
長
、
松
永
長
門
市
議
会

議
長
の
立
会
い
で
、
萩
市
役
所
第
３
庁
舎
内

の
組
合
事
務
所
に
両
市
長
に
よ
り
「
萩
・
長

門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」
の
看
板
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
清
掃
工
場
の
平
成
27
年
度
供
用
開
始
に

向
け
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
が
設
立

　

４
月
か
ら
、
市
内
の
公
共
交
通
の
空
白
地

域
に
お
い
て
、
自
家
用
車
を
利
用
で
き
な

い
高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
予
約
制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
モ
デ
ル
運

行
を
小
原
地
区
で
開
始
し
ま
し
た
。

　

小
原
地
区
に
新
清
掃
工
場
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、工
事
関
係
車
両
が
多
数
通
行
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
区
の
方
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

タ
ク
シ
ー
は
、
週
４
回
運
行
し
、
小
原
の

自
宅
近
く
で
乗
り
、
市
街
ま
で
の
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ト
上
の
希
望
場
所
で
降
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

小
原
地
区
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
運
行
開
始

　
「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市

長
と
の
対
話
の
集
会
〜
」
は
、
主
要

な
施
策
等
に
つ
い
て
市
長
自
ら
が
説
明

を
行
い
、
市
政
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
直
接
お

聴
き
し
広
く
市
政
に
活
か
す
た
め
に
、

２
年
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
旧
郡
部
６
地
域
10
会
場

で
開
催
し
、
延
べ
１
０
０
２
人
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

◎開催時間　午後７時〜９時
小学校区 期　　日 会　　　場

椿東 ５月７日（金） 松陰記念館

大井 ５月11日（火）大井公民館

越ヶ浜 ５月14日（金）山口県漁協はぎ支店

大島 ５月15日（土）大島公民館

相島 ５月17日（月）相島文化センター

見島 ５月20日（木）見島総合センター

椿西 ５月26日（水）市民体育館

白水・木間 ５月27日（木）山田保育園

三見 ６月２日（水） 三見公民館

明倫 ６月４日（金） サンライフ萩

■開催日程

市では、開かれた行政、
市民参加のまちづくり
を進めます！

　

萩
地
域
で
は
、
５
月
か
ら
小
学
校
区

単
位
の
10
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
内
容

・
市
の
現
状
と
主
要
施
策
の
説
明
（
30

分
）

・
地
域
ご
と
の
施
策
の
説
明
（
30
分
）

・
質
疑
応
答
（
60
分
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

〜
市
長
と
の
対
話
の
集
会
〜
を
開
催
し
ま
す

萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

萩地域　５月から
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３
月
28
日
、
萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
研
修

棟
の
竣
工
式
と
夏
み
か
ん
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

に
あ
わ
せ
て
「
萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

夏
み
か
ん
の
収
穫
体
験
で
は
、
子
供
た
ち

が
自
分
で
摘
み
取
っ
た
袋
い
っ
ぱ
い
の
果
実

を
う
れ
し
そ
う
に
抱
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

萩
で
栽
培
し
た
各
種
柑
き
つ
の
試
食
や
生
絞

り
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
は
、
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
大
人
気
で
し
た
。

　

３
月
27
日
、
28
日
の
両
日
、
萩
博
物
館
で
、

出
没
す
る
と
何
か
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
る
伝

説
の
深
海
魚
「
竜
宮
の
使
い
」
の
特
別
公
開

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
６
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
公
開
さ
れ
た
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ

は
、
１
月
終
わ
り
に
長
門
市
青
海
島
大お
お
ひ
び

日
比

に
浮
上
し
、
全
長
４
ｍ
に
及
ぶ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
に
は
江
崎
漁
港
で
も
全

長
４
ｍ
の
同
魚
が
泳
い
で
い
る
の
が
見
つ
か

り
、
住
民
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

萩
博
物
館
に
冷
凍
保
存
し
、
活
用
方
法
を

検
討
中
で
す
。

伝
説
の
深
海
魚
「
竜
宮
の
使
い
」
特
別
公
開

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

３
月
20
日
、
千
春
楽
・
味
楽
亭
で
「
萩
の

酒
ま
つ
り
」
が
華
々
し
く
開
催
さ
れ
、
市
内

外
か
ら
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
飲
会
で
は
、
萩
市
内
の
７
醸
造
所
か
ら
新

酒
が
出
品
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
呑
み
比
べ

ま
し
た
。「
萩
の
酒
と
肴
を
楽
し
む
会
」
で
は
、

萩
産
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
農
産
物
を
使
っ
た
料

理
も
披
露
さ
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
同
席
し
て
い

る
蔵
元
か
ら
の
地
酒
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
21
酒
造
年
度
の
山
口
県
新
酒
鑑
評
会

で
も
、
萩
市
内
の
醸
造
所
が
最
優
等
賞
、
優

等
賞
（
５
銘
柄
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

萩
の
酒
ま
つ
り

今
年
の
新
酒
を
堪
能

夏
み
か
ん
シ
ー
ズ
ン
到
来

旬
の
マ
フ
グ
を
Ｐ
Ｒ

　

3
月
14
日
、
山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市

場
と
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
開
催
さ

れ
、約
１
万
４
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

真
ふ
ぐ
は
２
、３
月
が
漁
の
最
盛
期
で
、萩
市

は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
揚
量
で
す
。

　

刺
身
の
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
直

径
１
ｍ
強
の
大
皿
に
刺
身
が
見
事
に
菊
盛
さ

れ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
の
「
萩
の
地
魚
無
料
試
食
フ
ェ

ア
」
で
は
、
真
イ
カ
や
小
型
の
瀬
つ
き
あ
じ

な
ど
萩
の
地
魚
８
種
類
の
加
工
品
が
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

萩
の
真
ふ
ぐ
祭
り

４
月
に
江
崎
漁
港
で
も
浮
上
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３
月
19
日
、
鈴
野
川
小
学
校
で
一
人
の
卒

業
生
、
中
村
昇し
ょ
う
よ
う容

君
に
卒
業
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
新
年
度
に
は
２
人
が
在
籍
す
る

予
定
で
し
た
が
、
保
護
者
の
意
向
に
よ
り
、

弥
富
小
学
校
に
編
入
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
休
校
と
な
り
ま
す
。

　

鈴
野
川
小
学
校
は
明
治
７
年
に
小
川
小
学

校
の
枝
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
昭
和
22

年
の
学
制
改
正
に
よ
り
現
在
の
鈴
野
川
小
学

校
に
改
称
し
、
こ
の
た
び
の
中
村
君
ま
で
、

３
９
５
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

鈴
野
川
小
学
校
が
休
校

須
佐

　

３
月
20
日
、
山
口
福
祉
文
化
大
学
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、旧
萩
国
際
大
学
に
入
学
し
た
最

後
の
学
生
で
、国
際
学
科
、経
営
情
報
学
科
の

計
９
人（
う
ち
中
国
人
留
学
生
４
人
）が
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
北

海
道
出
身
で
国
際
学
科
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
坂

本
哲
也
さ
ん
が
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
定
員

２
０
０
人
に
対
し
日
本
人
学
生
60
人
、
中
国

な
ど
７
か
国
か
ら
の
留
学
生
１
９
４
人
の
計

２
５
４
人
が
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
を
代

表
し
て
鹿
児
島
県
出
身
の
白
桃
美
佳
さ
ん
が

宣
誓
し
ま
し
た
。

山
口
福
祉
文
化
大
学　

２
５
４
人
が
入
学

　

４
月
３
日
、
市
内
７
か
所
目
の
道
の
駅
と

し
て
、
萩
・
三
隅
道
路
の
唯
一
の
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
あ
る
明
石
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

内
に
道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」
が
開

設
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
の
自
治
体
当
た
り
の
道
の
駅
の
数

は
、
岐
阜
県
高
山
市
（
８
か
所
）
に
次
い
で

全
国
で
２
番
目
（
他
に
千
葉
県
南
房
総
市
、

岐
阜
県
群ぐ
じ
ょ
う上

市
）
の
多
さ
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
４
月
４
日
も
開
催
さ
れ
、

１
万
人
以
上
の
来
場
者
で
、
道
の
駅
の
オ
ー

プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。　

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」
が
オ
ー
プ
ン

　

３
月
22
日
、「
長
門
峡
へ
の
道
景
観
美
化

運
動
」
記
念
植
樹
が
阿
武
川
ダ
ム
近
く
の
明

神
島
運
動
公
園
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
植
樹
は
、
紅
葉
の
名
所
で
あ
る

長
門
峡
へ
の
道
の
景
観
美
化
を
図
る
た
め
、

地
元
の
「
長
門
峡
へ
の
道
景
観
美
化
運
動
協

議
会
」（
陽
み
な
み

信
孝
会
長
）
が
企
画
し
、
県
の

協
力
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
川

上
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
地
元
住
民
約

１
１
０
人
に
よ
り
、
高
さ
2.5
〜
3.5
ｍ
の
イ
ロ

ハ
カ
エ
デ
１
０
０
本
が
、
公
園
な
ど
の
県
道

萩
川
上
線
沿
い
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

長
門
峡
へ
の
道
を
モ
ミ
ジ
ロ
ー
ド
に

川
上
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４
月
２
日
、
萩
市
消
防
団
に
新
し
い
消
防

車
両
２
台
（
救
助
資
機
材
搭
載
車
と
広
報
指

揮
車
）
の
配
置
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
助
資
機
材
搭
載
車
は
萩
市
で
は
初
登

場
。
消
防
庁
の
無
償
貸
付
事
業
の
一
環
で
、

三
見
分
団
第
１
部
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
放

水
ポ
ン
プ
の
ほ
か
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
油
圧
カ

ッ
タ
ー
な
ど
の
救
助
資
材
を
積
み
、
火
災
や

地
震
、
車
両
事
故
な
ど
の
災
害
現
場
で
活
躍

し
ま
す
。

　

広
報
指
揮
車
は
日
本
消
防
協
会
の
福
祉
共

済
事
業
の
一
環
で
、
中
央
方
面
団
に
配
備
さ

れ
ま
し
た
。

三
見
分
団
に
新
消
防
車
両

　

３
月
か
ら
運
航
が
始
ま
っ
た
萩
八
景
遊
覧

船
で
、
３
月
27
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
、「
さ

く
ら
鑑
賞
コ
ー
ス
」
が
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
桜
の
見
ご
ろ
に
あ
わ
せ
た
乗

船
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
河
添
や
江
向
地
区
の
川
土

手
に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
な
ど
約

２
７
０
本
を
通
常
料
金
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
運
航
コ
ー
ス
が
片
道
約
1.4

㎞
（
自
動
車
学
校
付
近
ま
で
）
延
長
さ
れ
、

２
６
０
０
人
の
乗
船
者
が
お
花
見
を
楽
し
み

ま
し
た
。

萩
八
景
遊
覧
船　

さ
く
ら
鑑
賞
コ
ー
ス

地
震
や
車
両
事
故
に
も
対
応

　

３
月
、
須
佐
青
葉
台
地
区
出
身
の
藤
山

駿し
ゅ
んく
ん
（
18
）
が
、
益
田
東
高
校
卒
業
と

同
時
に
大
相
撲
追お
い
て
か
ぜ

手
風
部
屋
に
入
門
し
、

「
大
だ
い
し
ょ
う
な
だ

翔
灘
」
の
四し

こ

な
股
名
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

駿
君
は
、
５
歳
か
ら
柔
道
を
始
め
、
高
校

で
は
島
根
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
、
恵
ま
れ
た
体
格
か
ら
、
中

学
の
時
に
相
撲
部
屋
か
ら
の
勧
誘
を
受
け
、

早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

入
門
の
き
っ
か
け
は
、
高
２
の
時
、
埼
玉

に
あ
る
相
撲
部
屋
を
見
学
し
、
角
界
入
り
を

決
意
し
た
と
の
こ
と
。
す
で
に
３
月
場
所
の

前
相
撲
で
早
々
と
２
勝
し
、
一
番
出
世
と
し

て
出
世
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
撲
部
屋
に
入
門
〜
関
取
を
目
指
し
て

須
佐

　

３
月
14
日
、
下
関
市
出
身
の
映
画
監
督
・

佐
々
部
清
監
督
が
制
作
し
た
「
萩
・
田
町
コ

マ
ー
シ
ャ
ル（
Ｃ
Ｍ
）」の
完
成
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
と
田
町
商
店
街
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
は
、
Ｃ

Ｍ
の
初
披
露
と
市
民
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加

者
の
中
か
ら
、
監
督
が
３
組
７
人
を
選
び
、

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
町
商
店
街
で
は
、
参
加
者
全
員
が
出
演

す
る
Ｃ
Ｍ
の
特
別
上
映
と
福
引
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
Ｃ
Ｍ
は
、
３
月
17
日
か
ら
萩
ツ

イ
ン
シ
ネ
マ
（
２
号
館
）
に
て
、
映
画
本
編

前
に
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩
・
田
町
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
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福
岡
か
ら
３
家
族
８
人
を
民
家
４
軒

が
受
け
入
れ
、
千
石
台
ダ
イ
コ
ン
の
収

穫
や
も
ち
つ
き
体
験
な
ど
田
舎
な
ら
で

は
の
農
家
民
泊
ツ
ア
ー
を
11
月
に
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
、

む
つ
み
豚
と
千
石
台
ダ
イ
コ
ン
の
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
「
む
つ
み
満
月
鍋
」
を
逸
品

と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

　

萩
地
域
「
道
の
駅
」
連
絡
協
議
会
（
大

嶋
宏
史
会
長
）
は
、
特
産
品
開
発
、
道
の

駅
の
活
性
化
、
農
産
物
の
物
流
ル
ー
ト
構

築
な
ど
を
進
め
、
道
の
駅
を
中
心
に
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
「
地
方
の
元
気
再
生

事
業
〜
萩
・
３
J
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
に

取
り
組
み
、
３
月
８
日
そ
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

地方の元気
再生事業

「道の駅」を核として
地域の自立（Jiritu）・循環（Junkan）・持続（Jizoku）
を目指す「萩・３Ｊプロジェクト」

７
地
域
が
地
の
資
源
を
い
か
し
て
元
気
に
な
る
た
め
に

　

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
地
域
の
逸
品
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
地
質
学
習

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
12
月
に
開
催
し

ま
し
た
。
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
学
べ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
断
層
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
焼
き
菓
子
の
開
発
を
行

い
、
雑
誌
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
・
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
２
月
に
福
栄
の
特
徴
を

い
か
し
た
「
福
栄
節
分
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
店
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
お
客

の
目
線
で
見
や
す
い
よ
う
に
変
更
し
、

地
域
の
逸
品
「
米
・
味
噌
・
漬
物
」
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

し
た
。

　

高
齢
化
に
よ
る
ユ
ズ
の
収
穫
者
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
ユ
ズ
収
穫
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
11
月
に
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
傷
が
つ
い
て
商
品
に
で
き

な
い
梅
干
を
利
用
し
た
「
ね
り
梅
」
を

逸
品
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

ユズ収穫体験
ねり梅川上

農家民泊
満月鍋むつみ

福栄
福栄節分祭
お客の目線で
レイアウト変更

地質学習
断層の焼き菓子

須佐

　

川
上
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福
栄
の
４
地
域
を
対
象
に
、
外
部
か
ら
プ
ラ

ン
ナ
ー
を
招
き
地
域
の
特
色
に
応
じ
た
独
自
の
活
性
化
策
や
、
逸
品
を
開

発
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
地
域
で
活
動
を
継
続
す

る
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
発
掘
さ
れ
た
素
材
を
萩
市
観

光
協
会
と
地
元
旅
行
代
理
店
が
共
同
で
着

地
型
旅
行
商
品
と
し
て
販
売
す
る
と
と
も

に
、
課
題
・
問
題
点
を
検
証
し
、
事
業
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

出
荷
ル
ー
ト
が
な
く
、
集
出
荷
が

困
難
な
高
齢
農
家
が
多
い
木
間
地
区
で

は
、
農
家
が
生
産
物
を
家
の
前
に
出
し

て
お
け
ば
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
回
収
し
、

旭
農
産
物
加
工
販
売
所
つ
つ
じ
で
販
売

す
る
と
い
う
「
ご
近
所
集
荷
事
業
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
か
ら
は「
農
作
物
を
つ
く
り
、

出
荷
す
る
楽
し
み
が
で
き
た
」
と
大
好

評
で
、
事
業
終
了
後
も
若
手
出
荷
者
が

当
番
制
で
集
荷
に
回
り
事
業
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

観
光
課
内
萩
地
域
「
道
の
駅
」
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
２
５
・
３
１
３
９
）

　

萩
産
の
農
作
物
を
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
利
用
す
る
「
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム

構
築
」
の
実
証
も
行
い
ま
し
た
。
萩
産

農
産
物
メ
ニ
ュ
ー
を
12
品
目
開
発
し
、

「
萩
元
気
食
堂
」（
市
民
館
内
）
で
４
か

月
間
の
営
業
を
行
い
、
７
７
２
３
人
の

利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。
消
費
者
に
は

萩
産
農
作
物
が
大
変
好
評
で
、
農
家
に

と
っ
て
も
自
慢
の
農
作
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
農
家
を
回
り
、

旭
・
つ
つ
じ
で
販
売

萩
の
農
産
物
を

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
よ
う

木間
旭

萩
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今回の異動の規模は、部長級18人、部次長級14
人、課長級64人、課長補佐級51人、係長級93人、
主任以下162人の計402人です。今回の異動の
特色、職員数の増減は次のとおりです。

興
部
門
」
の
３
部
門
制
に
再
編
し
、
係
制

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
所
長
権
限
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
た
班
の
設
置
や
、
職
員
の
配
置
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

イ 

総
合
政
策
部
に
「
地
域
政
策
調
整
課
」

を
新
設

　

各
総
合
事
務
所
管
内
に
お
け
る
課
題
を

一
元
的
に
把
握
し
、
総
合
事
務
所
と
本

庁
各
課
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
過
疎
対

策
、
定
住
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

支
援
な
ど
の
地
域
振
興
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
、
企
画
課
地
域
総
合
調
整
係

を
発
展
的
に
解
消
し
、「
地
域
政
策
調
整

課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

ウ 「
指
定
応
援
職
員
制
度
」
を
創
設

　

地
域
に
お
け
る
災
害
等
の
非
常
時
や
、

大
型
行
事
に
対
応
す
る
た
め
、
各
地
域
に

隣
接
す
る
総
合
事
務
所
の
職
員
や
地
域
出

身
職
員
等
を
応
援
職
員
に
指
定
し
、
総
合

事
務
所
長
の
要
請
に
よ
り
支
援
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
各

地
域
の
応
援
職
員
数
は
、
次
の
と
お
り
。

川
上
63
人
、
田
万
川
96
人
、
む
つ
み
67

人
、
須
佐
61
人
、
旭
44
人
、
福
栄
62
人
、

そ
の
他
（
複
数
地
域
指
定
）
18
人
、
合
計

４
１
１
人

　
　

　

市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
保
育
料
、

公
営
住
宅
使
用
料
等
の
債
権
管
理
を
一
元

的
に
行
い
、収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

収
納
課
徴
収
係
を「
徴
収
第
１
係
」と「
第

２
係
」
の
２
係
体
制
と
し
、
人
員
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。

　

救
急
医
療
体
制
や
医
師
の
確
保
な
ど
、

萩
医
療
圏
に
お
け
る
様
々
な
医
療
問
題
の

解
決
を
図
り
、
地
域
医
療
再
生
計
画
を
推

進
す
る
た
め
、
市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

「
地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

ア 

図
書
館・児
童
館
建
設
準
備
室
、
萩
博

物
館
お
よ
び
萩
図
書
館
の
所
管
部
の
変
更

　

新
図
書
館
・
児
童
館
に
つ
い
て
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
管
理
・
運
営
の
あ
り
方

を
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
、
図
書
館
・

児
童
館
建
設
準
備
室
を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
部
か
ら
総
合
政
策
部
に
移
管
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
萩
博
物
館
お
よ
び
萩
図
書
館
に

つ
い
て
も
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
機

能
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
観
光
客
が
気
軽

に
来
館
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
視
点
か

ら
の
施
策
・
事
業
を
総
合
政
策
部
長
の
も

と
に
展
開
し
ま
す
。

イ 

国
体
推
進
室
に
「
お
も
て
な
し
担
当
」

を
配
置

　

平
成
23
年
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
第

66
回
国
民
体
育
大
会
お
よ
び
今
年
開
催
さ

れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向
け
て
、
全
国

か
ら
来
萩
さ
れ
る
方
へ
の
お
も
て
な
し
を

充
実
す
る
た
め
、「
お
も
て
な
し
担
当
室

長
」
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、「
お
も
て

な
し
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

本
庁
と
総
合
事
務
所
間
等
の
人
事
交
流

は
63
人
で
す
（
本
庁
か
ら
総
合
事
務
所
へ

は
26
人
、
総
合
事
務
所
か
ら
本
庁
へ
は
26

人
、
総
合
事
務
所
相
互
間
は
11
人
）。

　

合
併
時
か
ら
今
回
ま
で
の
本
庁
と
総

合
事
務
所
間
等
の
人
事
交
流
は
、
延
べ

３
８
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
本
庁
か
ら

総
合
事
務
所
へ
は
１
１
７
人
、
総
合
事
務

所
か
ら
本
庁
へ
は
２
０
５
人
、
総
合
事
務

所
相
互
間
は
67
人
）。

　

女
性
職
員
の
管
理
職
等
へ
の
登
用
は
、

部
長
級
昇
格
者
１
人
（
萩
市
初
）、
課
長

級
昇
格
者
２
人
、
課
長
補
佐
級
昇
格
者
11

人
、
係
長
級
昇
格
者
８
人
で
、
今
回
の
係

長
級
以
上
の
昇
格
者
（
69
人
）
の
う
ち
女

性
職
員
の
割
合
は
31
・
９
％
と
な
り
ま
し

た
。

組
織
・
機
構
の
改
編
等

１

本
庁
と
総
合
事
務
所
間
等

の
人
事
交
流
の
促
進

２
女
性
職
員
の
登
用

３

　
　
　
　
　

ア 

総
合
事
務
所
組
織
を
課
制
か
ら
部
門

制
に
移
行

　

課
制
の
縦
割
り
の
弊
害
を
解
消
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
組
織
横
断
的
で
柔
軟

な
組
織
と
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
地

域
振
興
課
・
市
民
生
活
課
・
健
康
福
祉
課
・

経
済
課
・
施
設
課
」
の
５
課
制
か
ら
、「
地

域
振
興
部
門
・
市
民
窓
口
部
門
・
産
業
振



市報HAGI●2010（平成22）年４月15日号1�

員
交
替
）

オ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
き
園
へ
１
人

カ
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
２
人

（
３
人
派
遣
の
う
ち
１
人
は
派
遣
終
了
）

　

合
併
に
よ
り
過
大
と
な
っ
た
職
員
数
を

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
計
画
的
に
削
減

し
て
お
り
、
今
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
は
、
計
画
職
員
数
に
達
し
て
い
ま
す
。

▽
総
合
政
策
部
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

槌田　郁利

▽
総
合
政
策
部
理
事

〈
地
域
政
策
調
整
担
当
﹀

（
須
佐
総
合
事
務
所
長
）

和田　眞
まさのり

教

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

（
市
民
部
長
）

田邊　信
まこと

ア 

益
田
市
と
の
人
事
交
流

　

隣
接
す
る
益
田
医
療
圏
の
地
域
医
療
体

制
や
、
萩
市
と
の
救
急
医
療
体
制
の
連
携

等
の
現
状
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
益
田
市

健
康
増
進
課
地
域
医
療
対
策
室
へ
実
務
研

修
職
員
１
人
を
派
遣
（
人
事
交
流
に
よ
り

益
田
市
か
ら
も
観
光
課
に
１
人
受
入
れ
）。

イ
萩・長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
へ
の
派
遣

　

萩
市
と
長
門
市
と
の
共
同
に
よ
る
新
清

掃
工
場
の
建
設
・
運
営
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
へ
、

事
務
局
長
職
以
下
３
人
の
職
員
を
派
遣
。

②
継
続

ア
山
口
県
地
域
振
興
部
市
町
課
行
政
班
へ

１
人

イ
文
化
庁
文
化
財
部
へ
１
人

ウ
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
へ
１
人

エ
社
団
法
人
萩
市
観
光
協
会
へ
１
人
（
職

▽
市
民
部
長

（
保
健
福
祉
部
長
）

▽
保
健
福
祉
部
理
事
〈
介
護
保
険

担
当
﹀（
保
健
福
祉
部
次
長
〈
介

護
保
険
・
地
域
包
括
支
援
担
当
〉）

▽
商
工
観
光
部
付〈
部
長
待
遇
〉

萩
市
観
光
協
会
へ
派
遣

（
消
防
本
部
消
防
長
）

米原　祥
しょうぞう

三

▽
上
下
水
道
部
長	

（
商
工
観
光
部
長
）

松原　純二

▽
土
木
建
築
部
長	

（
総
務
部
理
事
〈
監
理
担
当
〉）迫村　高志

宮本　英二

▽
保
健
福
祉
部
理
事〈
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
担
当
﹀（
保
健
福
祉
部
次
長

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
〉）

吉松富美惠

▽
商
工
観
光
部
長

（
総
合
政
策
部
長
）

湯本　重男

藤田　擴
ひろむ

▽
市
民
部
付
〈
部
長
待
遇
﹀・
萩
・

長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
へ
派
遣

（
市
民
部
次
長〈
環
境
衛
生
担
当
〉）

平田　幸三

▽
保
健
福
祉
部
長
（
保
健
福
祉
部

次
長〈
子
育
て
支
援
・
福
祉
担
当
〉）

田中　隆志

職
員
派
遣
等

４

平成22年
4月1日現在前年比

定員適正
化計画

①
市民病院・診療
所・消防職員を
除いた職員数

704人 △36人 708人

② 全職員 959人 △30人 975人

③新規採用職員（４月１日付）15人
（医師４人、看護師７人、臨床検査技師１人、診
療放射線技師１人、医療事務１人、再任用１人）
④退職職員（３月31日付）40人

（定年15 人、勧奨12 人、自己都合４人、再任
用任期満了等９人）

※（　）内は旧所属、本務のみ表示しています。
※課長級以上で所属に異動があった職員のみ掲載しています。
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▽
市
民
部
環
境
衛
生
課
長
（
市
民
部
環
境

衛
生
課
主
幹
）
上
田
秀
男

▽
市
民
部
環
境
衛
生
課
付
〈
主
幹
待
遇
・

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
へ
派
遣
〉 

（
市
民
部
環
境
衛
生
課
新
清
掃
工
場
建
設

準
備
室
長
）
安
田
学

▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
（
歴
史

ま
ち
づ
く
り
部
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

課
主
幹
） 藤
野
昇

▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
主
幹
（
保

健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
〈
子
育

て
支
援
担
当
〉）
佐
々
木
弘
美

▽
市
民
病
院
診
療
部
医
局
医
長
（
市
民
病

院
診
療
部
医
局
医
員
）
立
石
裕ひ
ろ
き樹

▽
市
民
病
院
診
療
部
医
局
医
長
（
市
民
病

院
診
療
部
医
局
医
員
）
西
村
仁
ひ
と
し

▽
見
島
歯
科
診
療
所
主
幹
（
保
健
福
祉
部

地
域
医
療
推
進
課
長
補
佐
）
山
根
眞
次

▽
市
民
病
院
事
務
部
副
事
務
部
長
（
須
佐

総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
長
）
三
好
清
人

▽
農
林
水
産
部
林
政
課
長
（
須
佐
総
合
事

務
所
経
済
課
主
幹 

）
山
本
芳よ
し
ひ
ろ弘

▽
農
林
水
産
部
林
政
課
主
幹
（
農
林
水
産

部
林
政
課
長
補
佐 

）
井
町
一か
ず
は
る治

▽
農
林
水
産
部
水
産
課
長
（
大
島
出
張
所

長
）
山
本
忠た
だ
と
ら虎

▽
土
木
建
築
部
土
木
課
長
（
歴
史
ま
ち
づ

く
り
部
文
化
財
保
護
課
長
補
佐
〈
ま
ち
な

み
保
存
・ 

埋
蔵
文
化
財
担
当
〉）
池
田
亮
あ
き
ら

▽
土
木
建
築
部
土
木
課
主
幹
〈
総
務
管
理

担
当
〉（
土
木
建
築
部
土
木
課
長
補
佐
〈
総

務
管
理
担
当
〉）
岡
村
裕ひ
ろ
し史

▽
萩
博
物
館
学
芸
専
門
監
（
萩
博
物
館
副

館
長
）
樋
口
尚な
お
き樹

▽
商
工
観
光
部
次
長
〈
商
工
担
当
〉（
商

工
観
光
部
商
工
課
長
）
岡
﨑
君き
み
よ
し義

▽
上
下
水
道
部
次
長
（
農
林
水
産
部
水
産

課
長
）
佐
伯
康や
す
お生

▽
川
上
総
合
事
務
所
次
長
（
川
上
総
合
事

務
所
地
域
振
興
課
長
）
烏
か
ら
す
だ田
茂
夫

▽
須
佐
総
合
事
務
所
次
長
（
農
林
水
産
部

林
政
課
長
）
茂も
が
り
し
ん
い
ち

刈
晋
一

▽
旭
総
合
事
務
所
次
長
（
旭
総
合
事
務
所

地
域
振
興
課
長
）
青
あ
お
み
ず水
勇
夫

▽
福
栄
総
合
事
務
所
次
長
（
上
下
水
道
部

理
事
）
國
光
道み
ち
の
り規

▽
議
会
事
務
局
次
長
（
議
会
事
務
局
次
長

補
佐
）
濱
村
祥し
ょ
う
い
ち一

▽
総
務
部
総
務
課
主
幹
〈
人
事
・
総
務
管

理
担
当
〉（
総
務
部
総
務
課
長
補
佐〈
人
事
・

総
務
管
理
担
当
〉）
古
谷
勝か
つ
よ
し義

▽
見
島
支
所
主
幹 （
見
島
支
所
長
補
佐
）

弘
中
保や
す
た
か貴

▽
大
島
出
張
所
長 （
土
木
建
築
部
土
木
課

長
心
得
）
杉
山
清

▽
総
合
政
策
部
地
域
政
策
調
整
課
長 

（
総

合
政
策
部
企
画
課
長
補
佐
〈
定
住
促
進
担

当
〉）
柴
田
一
郎

▽
総
合
政
策
部
情
報
政
策
課
主
幹
（
総
合

政
策
部
情
報
政
策
課
長
補
佐
）
松
中
邦
夫

▽
総
合
政
策
部
図
書
館
・
児
童
館
建
設
準

備
室
主
幹〈
図
書
館
担
当
〉（
総
務
部
総
務

課
主
幹〈
法
務
・
行
政
担
当
〉）
田
中
慎
二

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
国
体
推
進
室

庶
務
・
競
技
担
当
室
長
（
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
部
国
体
推
進
室
長
）
横
山
倫つ
ぐ
の
ぶ展

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
国
体
推
進
室

お
も
て
な
し
担
当
室
長
（
商
工
観
光
部
付

〈
課
長
待
遇
〉）
笹
村
泰た
い
ぞ
う三

▽
市
民
部
税
務
課
長
（
福
栄
総
合
事
務
所

市
民
生
活
課
長
） 
伊
藤
博

▽
福
栄
総
合
事
務
所
長

（
旭
総
合
事
務
所
長
）

吉村　秀之

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長

（
福
栄
総
合
事
務
所
次
長
）

佐伯　功
いさお

▽
消
防
本
部
消
防
長
（
市
民
部

次
長
〈
税
務
・
収
納
担
当
〉）

杉山　龍二

▽
む
つ
み
総
合
事
務
所
長

（
土
木
建
築
部
長
）

岡本　隆

▽
旭
総
合
事
務
所
長
（
土
木
建

築
部
次
長
〈
建
築
担
当
〉）

溝部　吉
よしつぐ

継

▽
須
佐
総
合
事
務
所
長

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
）美

みばら

原　喜
よしひろ

大

▽
総
務
部
次
長
〈
総
務
担
当
〉（
総
務
部

総
務
課
長
）
田
中
裕
ゆ
た
か

▽
総
務
部
次
長
〈
財
政
担
当
〉（
総
務
部

財
政
課
長
）　

杉
山
寛ひ
ろ
た
だ校

▽
総
務
部
次
長
〈
監
理
担
当
〉（
歴
史
ま
ち

づ
く
り
部
都
市
計
画
課
長
）
佐
々
木
康や
す
の
り典

▽
総
務
部
次
長〈
見
島
支
所
担
当
〉（
見
島

支
所
長
）
天
賀
保や
す
よ
し義
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◦
兼か
ね
つ
ね常
利
惠
（
旭
総
合
事
務
所
次
長
）

◦
阿
武
敏
さ
と
し（
上
下
水
道
部
水
道
業
務
課
長
）

◦
田
嶋
和
男（
須
佐
総
合
事
務
所
経
済
課
長
）

◦
山
下
滿み
つ
ゆ
き
幸
（
明
木
公
民
館
長
） 

◦
阿
武
敏
夫
（
紫
福
公
民
館
主
幹
）

◦
原
道
章（
福
栄
総
合
事
務
所
経
済
課
主
幹
）

【
勧
奨
】

◦
神
原
司ま
さ
ゆ
き
行
（
総
合
政
策
部
理
事
）

◦
山
本
武
生
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
長
） 

◦
斎
藤
敏
男（
む
つ
み
総
合
事
務
所
次
長
）

◦
白
石
昭あ
き
ひ
と

人
（
川
上
総
合
事
務
所
市
民
生

活
課
長
） 

◦
上か
み
や
ま山
明
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
経
済

課
長
）

【
自
己
都
合
】

◦
中
嶋
裕ゆ
た
か（
見
島
診
療
所
長
）

▽
旭
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
総
括

（
旭
総
合
事
務
所
経
済
課
長
）
阿
部
基も
と
お夫

▽
旭
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
総
括

（
旭
総
合
事
務
所
施
設
課
長
）
木
村
謙
吾

▽
福
栄
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
総

括
（
福
栄
総
合
事
務
所
経
済
課
長
）
水
津

信の
ぶ
は
る治

▽
福
栄
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
主
幹

（
紫
福
支
所
長
）
小
野
健
治

▽
福
栄
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
主

幹（
福
栄
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
主
幹
）

児
玉
崇
た
か
し

▽
福
栄
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
総
括

（
福
栄
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
長
）
阿

武
均
ひ
と
し

▽
紫
福
支
所
長
（
旭
総
合
事
務
所
市
民
生

活
課
長
）
岡
良り
ょ
う
じ治

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長（
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
文
化
・
生
涯
学
習
課
主

幹
〈
総
務
管
理
担
当
〉）
山
川
久
仁
子

▽
消
防
本
部
総
務
課
主
幹
〈
総
務
管
理
担

当
〉（
農
林
水
産
部
農
政
課
主
幹
〈
総
務

管
理
担
当
〉）
小
島
憲
太
郎

▽
消
防
署
主
幹（
消
防
本
部
予
防
課
主
幹
）

今
本
澄す
み
お男

【
定
年
】

◦
桑
原
榮
治
（
上
下
水
道
部
長
）

◦
白
神
崇た
か
し（
福
栄
総
合
事
務
所
長
）

◦
阿
部
学
（
川
上
総
合
事
務
所
次
長
）

▽
土
木
建
築
部
用
地
課
主
幹
（
土
木
建
築

部
用
地
課
長
補
佐 

）
中
原
啓ひ
ろ
ふ
み文

▽
土
木
建
築
部
建
築
課
長
（
土
木
建
築
部

建
築
課
主
幹
）
須
山
靖や
す
お夫

▽
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課
長

（
農
林
水
産
部
農
政
課
主
幹
〈
農
村
整
備

担
当
〉）
三
好
正ま
さ
き樹

▽
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課
主
幹

（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課
総
括

専
門
職
）
草
野
隆
司

▽
上
下
水
道
部
水
道
管
理
課
主
幹
（
上
下

水
道
部
水
道
管
理
課
長
補
佐
）
小こ
は
ら原
浩
二

▽
上
下
水
道
部
水
道
業
務
課
長
（
む
つ
み

総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
長
）
長
岡
健
二

▽
川
上
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
総
括

（
川
上
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
長
）
藤

山
邦く
に
よ
し良

▽
川
上
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
総
括

（
福
栄
総
合
事
務
所
施
設
課
長
）片
山
博
志

▽
川
上
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
主
幹

（
川
上
総
合
事
務
所
経
済
課
長
補
佐
）溝
部

美
津
枝

▽
田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
総

括（
田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
長
）

三
輪
道
雄

▽
田
万
川
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
総

括
（
田
万
川
総
合
事
務
所
経
済
課
長
）
清

水
吉よ
し
つ
ぐ次

▽
田
万
川
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
主

幹
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
主

幹
）
品
川
孝た
か
し司

▽
田
万
川
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
主

（
課
長
級
以
上
）

幹
（
田
万
川
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
主

幹
）
中
島
利と
し
か
ず一

▽
む
つ
み
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
主

幹
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
経
済
課
主
幹
）

吉
松
泰や
す
ひ
ろ宏

▽
む
つ
み
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
総

括
（
田
万
川
総
合
事
務
所
施
設
課
長
）
波

多
野
茂

▽
む
つ
み
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
総

括
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
施
設
課
長
）
堀

田
農の

ぶ

や
夫
也

▽
む
つ
み
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
主

幹
（
市
民
部
税
務
課
長
補
佐
）
阿
武
守

▽
須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
総
括

（
須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
長
）
前

田
功

▽
須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
主
幹

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
文
化
・
生
涯

学
習
課
主
幹〈
文
化
振
興
担
当
〉）
吉
田
満

▽
須
佐
公
民
館
長 （
田
万
川
総
合
事
務
所

健
康
福
祉
課
長
）
長
な
が
た
に谷
勝

▽
須
佐
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
総
括

（
弥
富
支
所
長
）
椋む
く
の
き
ま
さ
の
り

木
正
徳

▽
須
佐
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
主

幹（
須
佐
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
主
幹
）

品
川
和か
ず
し司

▽
須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
主
幹

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
図
書
館
・
児

童
館
建
設
準
備
室
主
幹
〈
図
書
館
担
当
〉） 

山
本
徹
と
お
る

▽
弥
富
支
所
長
（
議
会
事
務
局
次
長
）
奥

山
明

▽
大
島
診
療
所
長 

▽
見
島
診
療
所
長 

（
課
長
級
以
上
）

※（　）内は旧所属、本務のみ表示しています。
※課長級以上で所属に異動があった職員のみ掲載しています。

川崎	泰
やすふみ

史中
なかやす

安	一夫
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区　分 対　象 地　域 21 年度の整備区域 22 年度の整備計画

集
合
処
理
方
式

①公共下水道事業 市街地 萩地域 川内、山田、椿東地区
【管きょ布設工事】

川内、山田、椿東地
区【継続】

②特定環境保全
　　　公共下水道事業

都市計画区域外の規模
の小さな公共下水道

（排水人口１万人以下）
須佐地域 整備済み

③漁業集落排水事業 漁業集落 萩・田万川・須佐地域 三見、椿南、大井地
区の一部
※萩地域以外は整備
済み

三見、椿南、大井地
区の一部（継続）④農業集落排水事業 農業集落 萩・川上・田万川・

むつみ・旭・福栄地域

⑤林業集落排水事業 林業集落 田万川地域 整備済み

個
別
処
理
方
式

⑥特定地域生活排水事業 集合処理方式の下水道
事業の計画区域外 萩・旭地域 萩地域

※旭地域は整備済み 萩地域（継続）

⑦個別排水事業 集合処理方式下水道
の周辺地域 田万川・むつみ地域 整備済み

⑧浄化槽設置整備事業 浄化槽を設置する個人に対して補助金を交付します（維持管理は個人）。
補助対象地域など浄化槽設置補助制度の概要は左ページ下段をご参照ください。

※集合処理方式の計画区域以外の地区については、特定地域生活排水事業、個別排水事業などにより個別浄化槽の整備を計画的に進めて
います。新築や一般住宅以外（事務所、店舗など）については、計画段階で別途協議をお願いします。

下 水 道 の 整 備 状 況 と 計 画

下
水
道
事
業
の
整
備
状
況
と
計
画

　

市
で
は
、
美
し
い
自
然
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
快
適
な
生
活
環
境
を
健
全
に
守
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
伝
え
る
た

め
に
８
つ
の
下
水
道
事
業
を
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
21
年
度
に

川
内
（
橋
本
町
）、
山
田
（
玉
江
・
玉
江

浦
・
倉
江
）、
椿
東
（
新
川
・
無
田
ヶ
原
）

の
工
事
を
進
め
、
処
理
開
始
区
域
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き

同
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

漁
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

平
成
21
年
度
に
三
見
、
椿
南
、
大
井
地
区

の
一
部
で
工
事
を
進
め
、
三
見
地
区
で
は

浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
処
理
を
開
始

し
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
同

地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

集
合
処
理
方
式
下
水
道
の

処
理
開
始
区
域

　

平
成
21
年
度
末
の
処
理
開
始
区
域
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

処理開始・水洗化のできる地域

萩
川内、山田の一部、椿東
（新川・後小畑の一部、
越ヶ浜）、大井湊、三見、
三見明石、大島

川上 山田、三徳

田万川下田万、下小川鍋山、江崎、江崎尾浦、下田万湊

むつみ吉部、片俣、高佐、後井、吉部東
須佐 須佐、須佐浦
旭 佐々並市、明木市
福栄 紫福、福川

もっと
きれいな
環境！

もっと
快適な
暮らし
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市の融資あっせん制度
５か年の無利子融資

浄化槽設置補助制度

市では、汲み取り便所を水洗便所に改造する
際の改造資金の融資をあっせんしています。
■対象
◦処理開始区域となった日から３年以内（特
　定地域生活排水事業・個別排水事業は１年
　以内）に行う改造工事であること
◦市税、下水道事業受益者負担金（分担金）
　および下水道使用料を滞納していないこと
◦市内に居住する連帯保証人１人を有すること
■対象工事　水洗便所改造工事（便器やその
　取り付けのための最小限度内の内装および
　給水工事）および排水設備に伴う配管工事
　（新築、増改築等は含まない）で現状復旧
　までのもの
■融資あっせん額　５万円〜 200 万円
■融資条件
• 無利子融資
• 償還回数は 60 回（５か年）以内

浄化槽を設置する専用住宅を新築する場合、
または既存の専用住宅に浄化槽を設置する場
合、設置者（個人に限る）に設置費用の一部
を予算の範囲内で補助します。
※借家、集合住宅を除く。
■補助対象地域　次の①②③を除く市内全域
①公共下水道の事業認可を受けた区域
②集落排水処理施設による予定処理区域
③特定地域生活排水事業および個別排水事業
　の処理区域
■補助金額（国の基準額）　
•5 人槽：33 万 2000 円
•7 人槽：41 万 4000 円
•10 人槽：54 万 8000 円
※平成 22 年度から、各地域で異なっていた
　補助金額を統一しました。
■申請方法　浄化槽工事業者が代行しますの
　で、希望される方は、業者まで申し出てく
　ださい。

三
見
の
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

が
完
了

　

三
見
地
区
の
生
活
環
境
の
改
善
や
快
適

な
漁
業
集
落
の
形
成
を
図
る
た
め
、
平
成

16
年
度
か
ら
進
め
て
い
た
三
見
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
完
成
し
た
三
見
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
整
備
の
ほ
か
、
昨
年
ま
で
に
管
き
ょ
布

設
（
総
延
長
約
13
㎞
）、
漁
業
集
落
道
路
、

防
災
安
全
施
設
（
防
火
水
槽
１
基
、40
ｔ
）

を
整
備
し
ま
し
た
。

【
三
見
浄
化
セ
ン
タ
ー
】　

処
理
人
口
１
７

０
０
人
、
処
理
能
力
４
５
９
㎡

【
漁
業
集
落
道
路
】　

◦
１
号
集
落
道
：
三

見
漁
協
ま
で
（
延
長
６
２
０
ｍ
、
幅
員
７

ｍ
）
◦
２
号
集
落
道
：
Ｊ
Ｒ
三
見
駅
沿
い

（
延
長
３
２
０
ｍ
、
幅
員
４
ｍ
）

【
総
事
業
費
】　

約
25
億
円

三見地区処理開始区域

平成20年度までに処理を開始した区域
平成21年度に処理を開始した区域公共下水道の

処理開始区域

水
洗
化
で
街
を
き
れ
い
に

　

処
理
開
始
（
水
洗
化
で
き
る
状
態
）
に

な
っ
た
区
域
内
の
家
庭
で
は
、
処
理
開
始

の
日
か
ら
３
年
（
特
定
地
域
生
活
排
水
事

業
・
個
別
排
水
事
業
は
１
年
）
以
内
に
汲

み
取
り
便
所
を
水
洗
化
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
下
水
道
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
汲
み
取
り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
の
改

造
に
は
、
市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ

り
ま
す
（
制
度
の
詳
細
は
左
上
段
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５
１
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所

萩駅

玉江駅

指月山

●萩浄化センター

●
萩市役所

菊ヶ浜

鶴江台

萩橋

雁島橋

松陰大橋

椿大橋

松本橋

玉江橋

常盤橋

橋本橋

●萩浄化センター

●
萩市役所

雁雁 橋

玉江駅
玉江駅

山田

萩駅

玉江駅

指月山

●萩浄化センター

●
萩市役所

菊ヶ浜

鶴江台

萩橋

雁島橋

松陰大橋

椿大橋

松本橋

玉江橋

常盤橋

橋本橋

●萩浄化センター

●
萩市役所

雁雁 橋

玉江駅
玉江駅

萩駅

玉江駅

指月山

●萩浄化センター

●
萩市役所

菊ヶ浜

鶴江台

萩橋

雁島橋

松陰大橋

椿大橋

松本橋

玉江橋

常盤橋

橋本橋

●萩浄化センター

●
萩市役所

雁雁 橋

玉江駅
玉江駅

川内

椿東
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い
よ
い
よ
来
年
10
月
に
「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

回
は
、
萩
市
で
開
催
さ
れ
る
カ
ヌ
ー
競
技

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
川
上
で
カ
ヌ
ー
競
技

　

カ
ヌ
ー
は
、
川
上
地
域
の
阿
武
川
ダ

ム
直
下
に
あ
る
阿
武
川
温
泉
付
近
が
会
場

で
、
自
然
と
の
調
和
が
と
れ
た
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
河
川
の
急
流
を
利
用
し
て
行

う「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」と「
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
」の
２
種
目
で
、今
年
７
月
17
日（
土
）・

18
日（
日
）に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て

西
日
本
カ
ヌ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

パ
ワ
ー
と
バ
ラ
ン
ス
「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
は
、
２
５
０
〜
４
０
０
ｍ

の
距
離
で
行
わ
れ
ま
す
。
川
の
一
定
区
間

に
２
本
の
ポ
ー
ル
で
構
成
さ
れ
た
ゲ
ー
ト

を
不
規
則
に
設
置
し
、
ス
タ
ー
ト
地
点
か

ら
番
号
順
に
、
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
て
川
を

下
っ
て
い
き
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　

こ
の
競
技
は
、
人
が
川
の
中
で
立
っ
て

い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
急
流
で
行
う
た
め
、

難
易
度
が
高
く
、
ゲ
ー
ト
に
触
れ
た
り
、

不
通
過
の
場
合
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
か
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
上
流
か
ら
下
流
へ
だ

け
で
な
く
、
下
流
か
ら
上
流
へ
通
過
す
る

ゲ
ー
ト
も
あ
り
、
持
久
力
の
高
い
パ
ワ
ー

と
バ
ラ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

早
く
漕
ぎ
下
る「
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

　

ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
１
５
０
０

ｍ
以
下
の
距
離
で
行
わ
れ
ま
す
。
流
れ
の

激
し
い
川
を
一
気
に
漕
ぎ
下
る
競
技
で
、

1
回
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
順
位
を
決

定
し
ま
す
。

　

数
々
の
自
然
の
関
門
を
相
手
に
漕
ぐ
に

は
、
い
か
に
川
の
流
れ
を
つ
か
み
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

脱だ
っ
て
い艇
（
転
覆
し
、
艇
か
ら
落
ち
る
こ
と
）

や
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
な
ど
ミ
ス
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
い
か
に
早
く
漕
ぎ
下
れ
る
か
が
勝

負
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
体
推
進
室
（
教
育
委

員
会
隣
、
２
５
・
３
７
０
３
）

いよいよコースが完成

　

３
月
11
日
、
子
供
の
病
気
を
勉
強
す
る

萩
市
医
師
会
主
催
の
「
小
児
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ケ
ア
講
習
会
」
が
萩
市
民
病
院
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
含
め
萩
保
健
医

療
圏
の
小
児
科
医
・
内
科
医
・
外
科
医
な

ど
医
師
18
人
の
ほ
か
22
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
圏
域
全
体
で
小
児
医

療
を
支
え
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

平
成
15
年
度
か
ら
年
１
回
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
７
回
目
で
す
。

　

講
習
会
で
は
、
圏
域
で
唯
一
の
病
院
小

児
科
で
あ
る
萩
市
民
病
院
の
小
児
科
医
・

遠
藤
医
師
が
「
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
」
に

つ
い
て
話
し
、
消
化
器
症
状
の
治
療
以
上

に
脱
水
の
予
防
、
ま
た
は
是
正
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
水

や
お
茶
だ
け
の
摂
取
は
好
ま
し
く
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
代
用
に
な
る
が
飲
ま
せ

過
ぎ
は
よ
く
な
い
こ
と
、
専
用
の
経
口
補

水
液
を
用
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
市
民
病
院
の
小
児

科
医
・
西
村
医
師
が
２
歳
ま
で
に
ほ
ぼ

１
０
０
％
感
染
す
る
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
あ
り

ふ
れ
た
上
気
道
感
染
症
で
す
が
、
乳
児
や

心
肺
に
基
礎
疾
患
が
あ
る
場
合
は
、
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
乳
児
喘ぜ
ん
そ
く
息
に

お
け
る
気
管
支
喘
息
と
の
関
係
な
ど
を
詳

し
く
話
し
ま
し
た
。

　

萩
圏
域
の
小
児
救
急
医
療
体
制
は
、
初

期
救
急
に
は
か
か
り
つ
け
医
や
在
宅
当
番

医
が
対
応
し
、
そ
れ
ら
の
医
師
か
ら
の
紹

介
等
に
よ
り
、
萩
市
民
病
院
が
二
次
救
急

に
対
応
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

萩
市
医
師
会
が
小
児
医
療
の
講
習
会
を
開
催

圏
域
全
体
で
小
児
医
療
を
支
え
る
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す
。
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
と
し
て
、
１

番
は
い
わ
ゆ
る
脳
卒
中
で
す
が
、
２
番

目
は
運
動
器
の
衰
え
に
よ
る
転
倒
・
骨
折

で
す
。
こ
の
運
動
器
系
の
衰
え
を
い
ち
早

く
認
識
し
、
適
切
に
治
療
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
を
防
ご
う

と
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い

う
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ロ
コ
モ
と
は
ど
ん
な
状
態
？

　

ロ
コ
モ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
バ
ラ

ン
ス
筋
力
の
低
下
や
骨こ
つ
そ粗
し
ょ
う
症
、
変

形
性
関
節
症
、
脊
せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管
狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
で
は
、
ロ
コ
モ
と
は
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
状
態
で
し
ょ
う
か
。

①
片
足
立
ち
で
靴
下
が
履
け
な
い

②
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
滑
っ
た
り

す
る

③
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
の
間
で
渡
り
き
れ

な
い

⑤
15
分
く
ら
い
を
続
け
て
歩
け
な
い

⑥
２
kg
程
度
（
１
ℓ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

57

く
ら
い
）
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る
の

が
大
変

⑦
掃
除
機
を
使
っ
た
り
、
布
団
を
上
げ
下

ろ
し
た
り
す
る
の
が
大
変

　

こ
う
い
っ
た
①
～
⑦
の
こ
と
が
当
て
は

ま
る
場
合
、
筋
力
の
低
下
や
バ
ラ
ン
ス
の

低
下
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動

量
の
低
下
か
ら
さ
ら
に
筋
力
が
弱
く
な
っ

た
り
、
骨
が
も
ろ
く
な
っ
た
り
し
て
、
結

果
的
に
転
倒
、骨
折
し
、寝
た
き
り
と
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
状
態
に
当
て
は

ま
る
と
、
す
べ
て
が
ロ
コ
モ
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
と
な
っ
て
い
る
病

気
が
あ
る
か
ど
う
か
、
医
療
機
関
で
診
断

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
メ
タ
ボ

と
同
様
に
、
ロ
コ
モ
も
原
因
に
応
じ
て
治

療
法
が
あ
り
ま
す
。
関
節
の
痛
み
や
骨
粗

し
ょ
う
症
は
薬
物
治
療
し
、
場
合
に
よ
っ

て
注
射
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

■
日
頃
か
ら
の
心
が
け

　

一
番
の
基
本
は
ロ
コ
モ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
日
々
、
体
を
使
い
、
バ
ラ
ン
ス
筋

力
を
鍛
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば

ハ
ー
フ
ス
ク
ワ
ッ
ト
（
ひ
ざ
を
90
度
以
上

は
曲
げ
な
い
）
や
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が

り
訓
練
（
１
セ
ッ
ト
５
〜
６
回
、
１
日
３

セ
ッ
ト
程
度
）、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
体
操
と
呼

ば
れ
る
片
足
立
ち
訓
練
（
転
倒
し
な
い
よ

う
に
片
手
で
テ
ー
ブ
ル
や
手
す
り
を
持
っ

て
、
片
足
１
分
ず
つ
１
日
３
回
程
度
）
を

試
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
等
も
お
勧
め
で
す
。
適
度
に
体

を
動
か
し
な
が
ら
、
ロ
コ
モ
予
防
で
健
康

長
寿
・
寝
た
き
り
予
防
を
。

医師：大
おおふじ

藤	 晃
あきら

専門：整形外科

萩市民病院

　

皆
さ
ん
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
略
し
て
ロ
コ
モ
）
っ
て
知
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
だ
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
言

葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
メ
タ
ボ
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
体
に
脂
肪
、
特
に
内
臓
脂
肪

が
増
え
、
結
果
と
し
て
高
血
圧
・
糖
尿
病

等
の
内
科
的
な
、
生
活
習
慣
病
に
な
り
や

す
い
状
態
を
い
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
と
は
、

こ
れ
の
“
運
動
器
（
骨
・
関
節
や
筋
肉
）”

版
で
、
運
動
器
症
候
群
と
も
い
い
ま
す
。

■
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

ロ
コ
モ
に
な
る
と
今
後
、
寝
た
き
り

に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

～
体
の
運
動
器
系
の
衰
え
を“
ロ
コ
モ
”と
い
い
ま
す
～
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新
し
い
人
権
擁
護
委
員
の

紹
介

　

萩
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
不
当

な
差
別
・
要
求
、
人
権
に
関
わ
る

相
談
、
生
活
上
の
支
障
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
仁に
ほ
ゆ
う
こ

保
優
子　
（
０
８
３
８
７
・
６

・
３
０
０
７
、
須
佐
）
再
任

◯
増ま
し
や
ま
よ
う
じ

山
要
次　
（
５
４
・
２
３
５
５

川
上
）
新
任

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
人
権
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
１
内
線
２
８
４
）

国
民
健
康
保
険
料　

離
職

者
へ
新
た
な
軽
減
措
置

　

４
月
か
ら
リ
ス
ト
ラ
、
倒
産
な

ど
で
職
を
失
っ
た
方
が
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
る
場
合
、
保
険

料
が
急
激
に
増
え
な
い
よ
う
、
次

の
よ
う
な
保
険
料
の
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
軽
減
を
受

け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者　

失
業
時
、
65
歳
未
満

の
方
で
、
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
の
期
間
、
①
雇
用
保
険

の
特
定
受
給
資
格
者
（
解
雇
、
倒

産
等
、
事
業
主
の
都
合
に
よ
り
離

職
し
た
方
）
②
雇
用
保
険
の
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
用
契
約
が
満
了

し
更
新
の
な
い
方
等
、
雇
い
止
め

に
よ
り
離
職
し
た
方
）
と
し
て
失

業
給
付
を
受
け
る
方

※
65
歳
以
上
の
方
や
雇
用
保
険
適

用
以
外
の
方
な
ど
は
、
こ
の
軽
減

措
置
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
内
容　

保
険
料
は
前
年
の

所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す

が
、
軽
減
は
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
ま
す
。

■
軽
減
期
間　

離
職
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で

※
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け

る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方

は
、
途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続

き
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
制
度
が
始
ま
る
前
、
１
年
以

内
（
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
）

に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成
22
年

度
に
限
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
平
成
21
年
度
の
保
険
料
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

（
２
５
・
３
７
８
１
）

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
公
的
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
、
在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

万
一
、
在
学
中
の
事
故
や
病

気
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
し
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
期
間

は
、
届
け
出
た
年
度
の
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
期
間

　
　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

冷
蔵
庫
、食
器
乾
燥
機
、撮
影
用
フ
ィ

ル
ム
ホ
ル
ダ
ー
、
フ
ィ
ル
ム
パ
ッ
ク

ホ
ル
ダ
ー
、
大
人
用
三
輪
自
転
車
、

ピ
ア
ノ
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ

ン
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
タ
ン
ス
、
食

器
棚
、
靴
箱
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
萩
高
校
制
服
（
女

子
）、
柔
道
着
一
式
、
車
の
カ
バ
ー
、

事
務
机
、椅
子
、、ロ
ッ
カ
ー
、本
棚
、

設
計
本
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
四
人
掛

け
ソ
フ
ァ
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

萩
商
工
高
校
制
服
・
ジ
ャ
ー
ジ
（
男

子
用
）、
電
子
レ
ン
ジ
、
住
之
江
保

育
園
制
服
、
こ
た
つ
布
団
上
下
、
扇

風
機
、
業
務
用
て
ん
ぷ
ら
揚
げ
機
、

浴
槽
、ミ
シ
ン
、長
門
高
校
制
服
（
男

子
）、日
の
丸
保
育
園
制
服
・
体
操
服
、

三
輪
自
転
車
、
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン

ジ
、
自
転
車
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

掃
除
機
、
テ
ー
ブ
ル
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ

セ
、
萩
幼
稚
園
制
服

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

さ
き
織
り
講
座

▽
と
き　

５
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
▽
定
員　

５
人
▽
参
加
料　

１
０
０
円

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日
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は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
承
認
を
受
け
て
い
る
方

で
、
引
き
続
き
在
学
期
間
が
あ
る

方
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）

を
返
送
す
る
こ
と
で
手
続
き
で
き

ま
す
。

■
対
象
者　

大
学
・
大
学
院
・
短

大
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
・
各
種
学
校
（
１
年
以

上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
方
に

限
る
）
お
よ
び
そ
の
他
の
教
育
施

設
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
も
含
む
）
に
在
学
し
、
学

生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
方

■
所
得
の
基
準
額　

前
年
の
所
得

か
ら
社
会
保
険
料
控
除
等
を
控
除

し
た
後
の
金
額
が
、
１
１
８
万
円

＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
以
下

■
申
請
場
所　

萩
年
金
事
務
所
、

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
、
各
総
合
事
務
所
、
支
所
・
出

張
所

■
持
参
品　

年
金
手
帳
、
学
生
証

の
写
し
（
在
学
証
明
書
）、
印
鑑
、

本
人
以
外
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の

問
い
合
わ
せ　

萩
年
金
事
務
所（
２
４
・
２
１
５

８
）、市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
年

金
係（
２
５
・
３
２
３
９
）

野
焼
き
に
ご
注
意
を

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
吹

く
日
が
多
い
た
め
、
県
内
で
野
焼

き
が
原
因
と
な
り
、
死
亡
を
伴
う

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
の
取

扱
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
野
焼
き
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
発

令
中
は
、
火
の
廻
り
が
速
く
な
る

の
で
、
極
力
、
野
焼
き
を
実
施
し

な
い
こ
と
。
や
む
を
え
ず
実
施
す

る
場
合
は
、
以
下
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

•
事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署
・
各

総
合
事
務
所
に
連
絡
す
る

•
決
し
て
一
人
で
は
行
わ
ず
、
複

数
人
で
実
施
す
る

•
水
バ
ケ
ツ
・
水
道
ホ
ー
ス
な
ど

の
消
火
用
具
を
事
前
に
準
備
す
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

市
民
を
挙
げ
て

暴
力
団
排
除
を
！

　

市
で
は
、「
暴
力
団
が
存
在
し

な
い
明
る
く
安
全
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、警
察
署
、

事
業
所
と
と
も
に
積
極
的
に
暴
力

追
放
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

暴
力
追
放
三
な
い
運
動
（
暴
力

団
を
恐
れ
な
い
、金
を
出
さ
な
い
、

利
用
し
な
い
）
を
徹
底
し
、
市
民

を
挙
げ
て
暴
力
団
排
除
運
動
を
展

開
し
ま
し
ょ
う
。

■
暴
力
団
等
に
関
す
る
相
談

・
萩
警
察
署
（
２
６
・
０
１
１
０
）

・
山
口
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ

ン
タ
ー
（
０
８
３
・
９
２
３
・
８
９

３
０
、http://w

w
w

5.ocn.
ne.jp/~botsui-y/index.htm

）

問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

寄
付

　

次
の
と
お
り
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
毛
利
元も
と
た
か敬
さ
ん
（
防
府
市
）、

毛
利
元も
と
あ
つ

敦
さ
ん
（
防
府
市
）、
毛

利
佳か

よ

こ
代
子
さ
ん
（
広
島
市
）
か
ら
、

大
照
院
前
市
道
の
土
地
１
１
０
㎡

お
よ
び
石
灯
籠
10
基

・
山
口
日
野
自
動
車
（
鈴
木
久ひ
さ
よ
し義

代
表
取
締
役
）
か
ら
、
萩
循
環

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
利
用
促
進
の
た

め
、
ベ
ン
チ
３
脚

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た

め
、
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
を
利
用
で
き
る「
特

定
高
齢
者
」を
選
定
す
る
た
め
、
生

活
機
能
の
低
下
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る「
生

活
機
能
評
価
」を
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
下
旬
に
、
運
動
機
能
や
口
腔

機
能
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
対
象
者
へ
送

付
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
、
市

へ
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

直
接
医
療
機
関
や
集
団
検
診
の
会
場

に
持
参
さ
れ
て
も
、
生
活
機
能
評
価

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
３
５
２
１
）

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
０
１
７
）

■生活機能評価の実施方法

市

４月下旬に、65歳以上の介護保険第１号被保険
者（要支援・要介護認定以外の方）を対象に「基本
チェックリスト」を送付します。（認定結果につい
ては平成22年４月１日現在で抽出しています。
満65歳の方は誕生月の翌月に発送します。）

本人 基本チェックリストに記入し、市へ返送します。

市
「生活機能評価」受診に該当する方を選定し、該
当者に「生活機能評価受診券」を送付します。
※該当しない方には通知をしません。

「受診券」を持って、指定された医療機関で検査
「生活機能評価」を受けます（無料）。本人

市 生活機能評価によって「特定高齢者」に判定され
た方に介護予防事業をご案内します。

介護予防事業を利用される方には、「介護予防プ
ラン」を作成し、事業に参加していただきます。

市
本人

65 歳以上で、
要支援・要介護
認定以外の方

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い

介
護
予
防
事
業
の

生
活
機
能
評
価
を
実
施
し
ま
す
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「
萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー

ク
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」

の
愛
称

　

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク

は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
カ
ー

ト
場
を
備
え
た
短
期
滞
在
型
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
で
す
。

　

市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
身
近
に
感

じ
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す
い

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
施
設
の
詳

し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
5
f.biglobe.

ne.jp/~aap-c/

■
表
彰　

・
最
優
秀
作
品
１
点
＝
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

無
料
宿
泊
券
（
１
年
間
フ
リ
ー
パ

ス
）
と
５
０
０
０
円
相
当
の
地
域

特
産
品
セ
ッ
ト
（
採
用
作
品
と
す

る
）

・
優
秀
作
品
２
点
＝
３
０
０
０
円

相
当
の
地
域
特
産
品
セ
ッ
ト

■
応
募
方
法　

６
月
30
日（
消
印

有
効
）ま
で
に
、任
意
の
用
紙
に

愛
称
名（
ふ
り
が
な
）と
簡
単
な
説

明
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、萩
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
パ
ー
ク
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
へ
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル

■
選
定
方
法　

審
査
会
で
決
定

■
発
表　

７
月
上
旬
（
予
定
）

申
し
込
み　

〒
７
５
３
︲
０
１
０
１　

萩
市
大

字
佐
々
並
４
６
３
︲
１ 

萩
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク
・
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
（
５
６
・
０
３
９
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
６
・
５
０
１
１
、
メ
ー

ルaap-c@
m

rg.biglobe.ne.jp

）

岩
本
へ

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術

展
の
作
品

　

こ
の
美
術
展
で
の
優
秀
作
品

は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国

健
康
福
祉
祭
い
し
か
わ
大
会
美
術

展
」
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

６
月
11
日
（
金
）
〜
14

日
（
月
）

■
と
こ
ろ　

防
府
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
」

■
対
象
者　

県
内
に
在
住
し
て
い

る
60
歳
以
上
（
昭
和
26
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方

■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す

■
申
込
方
法　

５
月
７
日
ま
で

に
、
介
護
保
険
課
、
各
総
合
事
務

所
ま
た
は
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
を
提
出

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課
高
齢
福
祉
係

（
２
５
・
３
１
３
７
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
楽
々
園

萩
焼
の
館
・
工
芸
の
館

萩
焼
教
室
、
竹
細
工
教
室

　

萩
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
楽
々

園
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健

康
、
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
を
目
的

に
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
萩
焼
陶
芸
の
会
〈
萩
し
ゅ
う
と
う
か
い

陶
会
〉
萩

焼
教
室
】

萩
市
観
光
戦
略
５
か
年
計
画（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
、
平
成
16
年
に
萩
市
観

光
戦
略
５
か
年
計
画
を
策
定
し
、

「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
を
主

軸
に
お
い
た
観
光
戦
略
に
よ
り
、

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
平
成
21
年
に
萩
市
観
光
審
議

会
に
お
い
て
計
画
の
検
証
が
行
わ

れ
、
合
併
後
の
豊
富
な
観
光
資
源

の
活
用
を
盛
り
込
ん
だ
、
新
萩
市

の
観
光
の
指
針
と
な
る
べ
き
観
光

戦
略
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
答
申

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
萩
市
の
豊
富
な

観
光
資
源
の
活
用
を
盛
り
込
ん
だ

新
た
な
萩
市
観
光
戦
略
５
か
年
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
萩
市
観
光
戦
略
５

か
年
計
画
（
案
）
を
公
表
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
計
画
で
示
す
基
本
方
針　

①
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
の

推
進

②
地
域
資
源
の
発
掘
・
活
用
に
よ

る
滞
在
型
観
光
の
推
進
と
広
域
連

携
の
強
化

③
観
光
情
報
の
発
信
強
化

④
観
光
ア
ク
セ
ス
の
向
上

⑤
受
入
体
制
の
充
実

⑥
国
際
観
光
の
推
進

⑦
実
行
力
あ
る
事
業
推
進
組
織
の

確
立

■
募
集
期
間　

４
月
20
日
（
火
）

〜
５
月
20
日
（
木
）

■
計
画（
案
）の
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
観
光
課
、
各
総
合
事
務

所
産
業
振
興
部
門
、
萩
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

観
光
課
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
備
え

付
け
の
意
見
等
提
出
用
紙
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

持
参

※
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

提
出
先　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
６
・
０
７
１
６
、
メ
ー
ル

kankouka@
city.hagi.lg.jp

）

募集
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■
と
き　

毎
月
第
２
・
４
、
月
・

水
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
募
集
人
員　

若
干
名

申
し
込
み　

萩
陶
会（
２
２
・
５
７
２
３
）上
田

【
竹
細
工
の
教
室
】

■
と
き　

毎
月
第
２
・
４
、月
・
火
・

水
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
募
集
人
員　

若
干
名

申
し
込
み　

竹
細
工
の
会（
２
５
・
５
９
８
５
）

平
野

自
衛
隊
「
Ｃ
Ｈ
ー
47
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
」
に
乗
ろ
う

　

見
島
は
、
萩
沖
約
45
㎞
に
位
置

し
、
上
空
か
ら
見
る
と
牛
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
ま
す
。
航
空
自
衛

隊
見
島
分
屯
基
地
で
は
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
見
島
上
空
体
験
飛

行
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
翌
日
の

６
日
に
は
、
見
島
分
屯
基
地
創
設

55
周
年
記
念
行
事
も
開
催
さ
れ
、

機
関
砲
や
車
両
等
、
各
種
展
示
や

バ
ザ
ー
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

６
月
５
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
正
午（
時
間
の
前
後
あ
り
、

荒
天
時
中
止
）

■
と
こ
ろ　

航
空
自
衛
隊
見
島
分

屯
基
地

■
内
容　

見
島
上
空
近
辺
を
体
験

飛
行
（
約
20
分
）

■
定
員　

60
人（
小
学
生
以
上
の
健

康
な
方
、応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
申
込
方
法　

４
月
26
日
ま
で

に
、
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

萩
地
域
事
務
所
ま
た
は
萩
市
役
所

見
島
支
所
、
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
を
提
出
（
未
成
年
者
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
）。

※
萩
商
港
か
ら
の
船
便　

午
前
９

時
５
分
発
、
午
後
３
時
45
分
萩
商

港
着
（
片
道
１
８
９
０
円
）。
萩

商
港
に
駐
車
さ
れ
る
場
合
は
駐
車

料
３
０
０
円
が
必
要
。
見
島
本
村

港
か
ら
基
地
ま
で
送
迎
あ
り
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

航
空
自
衛
隊
見
島
分
屯
基
地

（
２
３
・
２
０
１
１
）
長
冨

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

　
　

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
ド
３
級
技
能

取
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
11
日
〜
７
月
１
日

の
毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
（
全
16
回
）

※
検
定
日
（
予
定
）　

７
月
８
日

■
対
象
者　

社
会
人（
初
心
者
可
）

■
受
講
料　

１
万
４
０
０
０
円
、

教
科
書
代
１
０
０
０
円
程
度
、
検

定
料
金
別
途

■
内
容　

備
え
付
け
の
パ
ソ
コ

ン（
Ｏ
Ｓ
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
）

を
使
用
し
、
マ
ウ
ス
の
基
本
操
作

か
ら
学
習

■
定
員　

15
人
（
半
数
に
満
た
な

い
時
は
中
止
）
検
定
を
受
検
さ
れ

る
方
を
優
先
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

■
申
込
方
法　

４
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
郵
送

主
催
・
申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
０
０
２
５
萩
市
大
字

土
原
５
２
６
番
地　

サ
ン
ラ
イ
フ

萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
個
別
就
職
相

談
会

　

萩
出
張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
働
き
た
い
け
ど
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
」「
頑
張
っ
て
い
る
け
ど

な
か
な
か
就
職
が
決
ま
ら
な
い
」

等
お
悩
み
の
方
、
こ
の
機
会
を
ぜ

ＮＰＯ
まち博講座

ＮＰＯ萩まちじゅう博物館では、市民の皆さんに萩
の歴史的・文化的遺産および自然景観等を幅広く理
解していただくために、市民講座を開設します。

■と　き　５月20日〜11月18日の原則第２木曜日
　　　　　午前10時〜正午（現地研修がある場合は３時まで）
■ところ　萩博物館講座室および現地（８月は市民館研修室）
■参加料　500円（資料代、全講座分）

※都合により変更する場合があります

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き

４
月
16
日（
金
）、５
月
14
日（
金
）、

６
月
11
日（
金
）、７
月
16
日（
金
）、

８
月
20
日（
金
）、９
月
10
日（
金
）、

10
月
８
日（
金
）、11
月
19
日（
金
）、

12
月
17
日（
金
）、
平
成
23
年
１
月

21
日（
金
）、
２
月
18
日（
金
）、
３

月
18
日（
金
）、
午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳
未
満

で
現
在
働
い
て
い
な
い
方
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
の
方

※
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み　

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（
０
８
３
５
・
２
８
・
３
８
０
８
）

申し込み ４月30日までに、ＮＰＯ萩まちじゅう博物館事務局（２５・３１７７）へ

回 と　き タイトル 講師

１ 5月20日 キリシタン武将
熊
くまがいもとなお
谷元直と浦

うらかみ
上四番崩れ

小嶋靖
やすゆき
之

（元萩光塩学院高校教諭 )

２ 6月10日 川上の歴史と現地研修 宇田川憲
けんご
吾（元川上村教育長）

３ 7月8日 日露戦争の戦跡碑を訪ねて 谷本育
いくのり
紀（元西京高校教諭）

４ 8月26日 萩の画家たち 菊屋吉
よしお
生（山口大学教授 )

５ 9月9日 海潮寺の由来と変遷 木村隆
たかのり
徳（海潮寺住職）

６ 10月14日 萩の海辺で「おたから」発
見！現地採集 堀成

しげお
夫（萩博物館研究員）

７ 11月18日 幕末期萩藩におけるガラス
製造について 樋口尚

なおき
樹（萩博物館副館長）
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■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
方
へ

　

土
地
の
境
界
争
い
が
発
端
で
、

隣
の
人
か
ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た

り
、
不
当
な
私
道
の
利
用
制
限
や

騒
音
な
ど
日
常
生
活
に
関
す
る
隣

近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁

護
委
員
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま

す
。
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

■
と
き　

平
日
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　

山
口
地
方
法
務
局
萩

支
局
（
人
権
相
談
所
）

問
い
合
わ
せ　

★火曜日休館 ☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

上映中〜4/16
上映中〜4/23
上映中〜5/14

4/17〜ロードショウ

4/24〜5/16

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局　

萩
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
（
２
２
・
０

４
７
８
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
卓
球
教
室

■
と
き　

５
月
８
日
（
土
）
〜
７

月
10
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
武
道
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
生

お
よ
び
一
般
で
初
心
者
の
方

■
参
加
料　

２
０
０
円（
一
般
の
み
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

４
月
30
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
民
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

５
月
16
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性

■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
す
が
、
チ
ー
ム
編
成

が
困
難
な
場
合
は
、
隣
接
行
政
区

と
の
出
場
も
で
き
ま
す
。（
萩
地

域
以
外
に
つ
い
て
は
、
地
域
単
位

で
の
チ
ー
ム
編
成
可
）
25
歳
以
下

の
選
手
は
４
人
以
内

■
申
込
方
法　

５
月
７
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み　

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」凱
旋
公
演

４
月
15
日	

前
売
券
発
売
開
始

　

萩
、
山
口
、
東
京
で
大
好
評
を

得
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
再
上
演
し

ま
す
。

■
と
き　

６
月
13
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
前
売
券　

一
般
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日

５
０
０
円
増
、
全
席
自
由
席
）

■
発
売
所　

市
民
館
、
ア
ト
ラ
ス

萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
、
萩
楽
器
店

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
１
１
）

◯ワンピース
　— ストロング・ワールド—
◯アバター（３Ｄ）　
◯おとうと
◯アリス・イン・ワンダーランド（3Ｄ）

◯ドラえもん
　—のび太の人魚大海戦—

　

新
し
い
日
本
の
姿
を
信
じ
て
戦

い
続
け
た
幕
末
の
若
者
た
ち
の
熱

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
露
を
感
じ

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

一
坂
太
郎
特
別
学
芸
員
が
展
示

解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
１
日
（
土
）、
２

日
（
日
）、
６
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
（
約
１
時
間
）

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

４
月
17
日（
土
）～
６
月
20
日（
日
）

企
画
展

　

坂
本
龍
馬
は
、文
久
２（
１
８
６

２
）年
に
萩
を
訪
れ
久く
さ
か
げ
ん
ず
い

坂
玄
瑞
と

会
い
、吉
田
松
陰
の
「
草そ
う
も
う
く
っ
き

莽
崛
起
」

に
触
れ
、
そ
の
後
脱
藩
、
薩
長
同

盟
の
た
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　

龍
馬
が
訪
れ
た
藩
校
明
倫
館
の

武
道
場
「
有ゆ
う
び
か
ん

備
館
」
は
、
今
も
当

時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
非
公
開
の
有
備
館
を
公

開
し
、
萩
市
特
別
学
芸
員
の
一
坂

太
郎
が
龍
馬
と
萩
を
語
り
ま
す
。

◆
歴
史
ト
ー
ク「
龍
馬
立
志
の
萩
」

▽
５
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

午
後
２
時
〜 

▽
７
月
31
日（
土
）・

８
月
７
日（
土
）・
10
月
２
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
２
時
〜

▽
有
備
館　

▽
20
人
（
当
日
30
分

前
か
ら
受
付
、
無
料
）

◆
有
備
館
の
特
別
公
開

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）晋作が交流した他藩士の姓名をメモ

した「観光録」。土佐の部分には武
市半平太や岡田以蔵の名も見える。

▲観光録

萩
博
物
館
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５月１日（土）〜５日（水・祝）
午前９時〜午後５時30分 市民体育館

萩商工会議所（２５・３３３３）
萩焼まつり会場（２６・２５６０）

400年の伝統を誇り、今や国の内外までにその芸
術性が高く評価されている「萩焼」。土と生命の炎
が織りなす陶芸の祭典にぜひ、おこしください。

５月３日（月・祝）〜４日（火・祝）
午前10時〜午後３時

萩城跡指月公園、旧厚狭毛利家
萩屋敷長屋（堀内）、萩博物館

観光課（２５・３１３９）

薄茶４席（表千家千萩会、裏千家淡交会萩支
部、遠州流萩支部、小堀遠州流萩支部）、琴・

内容

尺八の演奏、生け花展
茶券／【前売券】４席券 2,000 円、２席券 1,100 円　

【当日券】１席券 600 円
茶券販売所／市観光課、萩市観光協会、萩商工会議
所、萩温泉旅館協同組合

萩
大茶会

萩焼とともに、古くから市民に親しまれている萩
の茶の湯文化を紹介。緑美しい萩をゆっくりとお
楽しみください。

５月３日（月・祝）〜４日（火・祝）
午前10時〜午後５時（４日は午後４時まで）

乳母の茶屋と周辺民家（明木市）
●内容／県内外の伝統工芸品の展示即売、絵画・彫
刻の展示、地元特産品販売、喫茶・飲食コーナー、オカ
リナグループ風

ふ ー が

花とアルパ演奏（3日のみ）、岡野芳
子の萩人形・アート盆栽制作体験、上田豊治切り絵展
萩往還工芸まつり実行委員会（５５・０８１７）内村

赤瓦屋根の建物が連なった美しいまちなみととも
に、温かい手づくりの品を楽しんでください。

萩焼即売、萩焼ろくろ体験（１人 2,500 円、
送料別、会場で受付）、萩特産品販売（海産物

内容

等）、飲食コーナー、毎日萩焼が当たる「萩焼抽選会」

テーブルコーディネート展

５月３日（月・祝）〜５日（水・祝）　午前９時〜午後４時
道の駅「ゆとりパークたまがわ」
●内容／３日：フラメンコショー　５日：歌謡ショー、も
ちまき　３〜５日：地元の食材を使った手作り弁当、
特産品などの販売
ゆとりパークたまがわ（０８３８７・２・１１５０）

５月３日（月・祝）〜４日（火・祝）午前10時〜午後４時
須佐大橋コミュニティ広場（ログハウス）
●内容／須佐焼の展示販売、ろくろ体験、木工竹細
工、須佐特産赤米のリース作り体験等
NPO法人須佐大橋コミュニティ広場

（０８３８７・６・２４３6）

５月2日（日・祝）　 午前９時40分〜午後３時
こども遊園地周辺（本村定期船のりば隣）
●内容／特産品即売、味自慢コーナー（うにめし・
サザエのつぼ焼きなど）
見島支所内見島観光協会（２３・３３１１）

５月５日（水・祝）　午前 10 時〜午後３時
須佐湾エコロジーキャンプ場
●内容／おしるこの無料サービス（200 食）、焼き
イカ、サザエのつぼ焼き販売、リサイクルバザー、子
ども絵画展、石のアート
須佐湾エコロジーキャンプ場

　（０８３８７・６・２７２７）

ちびっこ運動会やのど自慢大会など、大人から子
どもまで楽しめます。飛び入り参加ＯＫで、参加
者全員にプレゼントがあります。

萩焼
まつり

第20回

第 20 回 記念イベント

萩焼／萩市在住の萩焼作家
コーディネーター／野村真由美
※萩焼まつり終了後、引き続き 5 月 8 日㈯〜 23 日
㈰の間、旧久保田家住宅で展示します。

3,000 円以上お買い上げでアンケートにお答えの方
を対象に、山口県指定無形文化財萩焼保持者の野坂
康起氏、波多野善蔵氏、岡田裕氏の萩焼作品が当た
ります。



市報HAGI●2010（平成22）年４月15日号 ��

■問い合わせ　健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所

10:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ
11:00〜福栄保セ

10:00〜むつみ農村環境改善セ
10:00〜福川診療所

12:45〜むつみ診療所

●のびのび会
●乳幼児相談
●スマイルキッズ
　健康教室きらめき隊
●ポリオ予防接種（福栄）
●ポリオ予防接種（むつみ）

22㊍
23㊎

27㊋
28㊌

地域むつみ・福栄

10:00〜川上保セ
13:30〜川上診療所

10:00〜川上保セ
9:30〜川上保セ

●とことこクラブ
●ポリオ予防接種
●乳児相談
　運動教室

毎週㊍
21㊌
22㊍
26月

地域川上・旭

13:30〜田万川保セ
13:30〜須佐保セ

10:00〜下小川ふれあいセ
9:00〜やまびこ

9:30〜田万川保セ
9:30〜やまびこ

13:30〜須佐保セ

●ポリオ予防接種
　活き活きリハ会
　健康ちょきん教室
　健康・介護予防相談
●すくすく赤ちゃん学級
　弥富はつらつ楽食会
　活き活きリハ会

20㊋
22㊍
23㊎
26㊊
27㊋

28㊌

田万川・須佐 地域

21 ㊌
27 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2663
　酒害相談（酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00〜
13:00〜

16㊎、20㊋、23㊎、27㊋、30㊎
 おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

16 ㊎  網野暁さんが観た猿舞座
 あさひ公演2009 記録写真展 9：30〜 明木図書館

17 ㊏  おきにいりの１冊 〜5/9 9：30〜 須佐図書館
 暮らしの紙あそび 14：00〜 明木図書館
 むかしむかしの会 14：30〜 子ども図書館

20 ㊋  あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館
21 ㊌  リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館

 明木図書館通信をつくろう 15：30〜 明木図書館

24 ㊏  こどもの読書週間特別行事
 パネルシアター 14：30〜 子ども図書館

25 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館
27 ㊋  茶話会 14：00〜 須佐図書館
28 ㊌  まなぼう館で今日は何する？15：00〜 須佐図書館

 えほんカバーでバッグを作ろう15：30〜 明木図書館
【休館日】萩図書館、須佐図書館：19㊊、21㊌、26㊊、29㊍㊗
　　      明木図書館：19㊊、21㊌、25㊐、26㊊、29㊍㊗

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
22 ㊍  子ども手当を支給します
29 ㊍  萩博物館「討幕エネルギーの系譜」展

◆ふたば園（22･2877）
20㊋、27㊋ おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00
20㊋ 発達相談日 10：00〜12：00

絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

17㊏ 　萩市中学校春季体育大会・全競技（〜19日）
　　　                9：00〜萩スポーツ広場ほか

18㊐ ●萩市民春季ソフトボール大会（3回戦〜決勝）
　　　               9：00〜萩スポーツ広場

　萩市長杯争奪卓球大会         9：00〜市民体育館

20㊋ 　萩グラウンド・ゴルフ月例会（10周年記念大会）
                            9：00〜萩スポーツ広場

　川上地域職域ソフトボール大会
18：30〜川上体育館

24㊏ 　萩市長杯争奪軟式野球大会（A級）
                            13：30〜萩スタジアム

25㊐ 　サッカーリーグ開幕戦         8：30〜萩スポーツ広場
　萩市長杯争奪軟式野球大会兼中国５県軟式野球
　大会（C級、29日）                     9：00〜萩スタジアム

29㊍ 　萩市長杯争奪ソフトテニス大会（中学校の部）
　　　               8：30〜マリーナ萩

　高等学校春季長北体育大会 柔道競技
　　　               9：00〜萩武道館

30㊎ 　萩市中学校春季相撲大会      9：00〜萩市相撲場

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事萩 地域
13:30〜今古萩老人憩いの家

13:30〜御許町公会堂
10:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜越ヶ浜介護予防セ
13:30〜萩市保セ
10:00〜ふたば園

16㊎
19㊊
20㊋
21㊌

22㊍
26㊊
27㊋
28㊌

　タマちゃん体操会
　御許町健康教室
●ツインズサークル
●1歳の児集まれ教室
●ポリオ予防接種（予約開始4/16）
●10か月児健康相談
　ヘルシークラブ
　越ヶ浜グッドヘルス
●ポリオ予防接種（予約開始4/23）
●三見・山田子育て輪づくり

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

開
催
中
～
５
月
30
日（
日
）

☎
２
４
・
２
４
０
０

◀伊
いがみずさし

賀水指銘「慾
よくぶくろ

袋」
千歳山窯（1940年）

　

石せ
き
す
い水

博
物
館
の
全
面
的
な
協
力

の
も
と
、
昭
和
に
お
け
る
陶
芸
復

興
の
礎
を
築
い
た
川
喜
田
半
泥
子

（
１
８
７
８
〜
１
９
６
３
）
の
回
顧

展
を
開
催
し
ま
す
。「
昭
和
の
光
悦
」

と
も
よ
ば
れ
た
半
泥
子
の
芸
術
世
界

を
紹
介
し
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
、
70
歳

以
上
・
学
生
６
０
０
円　

【
記
念
講
演
会
】

■
と
き　

４
月
17
日
（
土
）

■
演
題
「
半
泥
子
芸
術
の
魅
力
」

■
講
師　

山
名
重
樹

■
定
員　

80
人（
当
日
受
付
先
着
順
）

【
半
泥
子
の
茶
碗
に
よ
る
記
念
呈
茶
席
】

◦
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
萩
支
部

４
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）
午
前

11
時
、
午
後
１
時
、
３
時

◦
表
千
家
千
萩
会

４
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）、
午
前

11
時
、
午
後
１
時
、
３
時

■
料
金 

一
服
５
０
０
円

（
別
途
観
覧
料
が
必
要
）

■
定
員　

各
回
24
人

（
先
着
順
）

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

●萩市主催・共催の行事

５４

日月火水木金土
３

６７８ 10
11121314 1516

９
１２

17
2324

2526
181920

2728
2122

3029 夜間・休日当番医

外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

●「討幕エネルギーの系譜」展 〜6月20日 （9:00〜/萩博物館）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●田万川温泉開業14周年記念感謝祭 〜18日 （10:00〜/田万川温泉・憩いの湯）内科 全真会（玉江浦） 22･4106
●萩市議会議員一般選挙 告示 外科 玉木（瓦町） 22･0030
●萩市民春季ソフトボール大会（3回戦〜決勝） （9:00〜/萩スポーツ広場）内科 柳井（橋本町） 22･0748
○茜屋出雲流 舞踊発表会 （13:30〜/市民館）産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557

歯科 登城（椿東） 26･2525
●萩市議会議員一般選挙 期日前投票開始 （8:30〜/市内各所）外科 めづき（土原） 22･2248

内科 萩市民（椿） 25･1200
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 田町（東田町） 24･1234

内科 萩むらた（今古萩町）25･9170
小児科いわたに（椿東） 24・2100
外科 都志見（江向） 22･2811
内科 藤原（土原） 22･0781

●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 中坪（今魚店町） 22･5430
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

●萩市議会議員一般選挙 繰上投票日 （7:00〜/大島、相島、見島）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○きれいなまち・萩推進市民会議 美化活動 （9:00〜/川島太鼓湾）内科 市原（塩屋町） 22･0184
●萩市議会議員一般選挙 投票日 （7:00〜/市内各投票所）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
●萩市議会議員一般選挙 開票 （21:30〜/市民体育館）内科 山本（前小畑） 26･0077

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 高雄（樽屋町） 22･1548
外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 玉木（瓦町） 22･0030

○心配ごと相談 （9:30〜/福栄農業担い手育成センター）外科 めづき（土原） 22･2248
内科 めづき（土原） 22･2248

●唐樋札場跡（高札場）完成セレモニー  （10:00〜/唐樋札場跡）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●無料法律相談 （10:00〜/市役所本庁）内科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○川上中ノ原的まつり  （10:00〜/中ノ原神明社・川上）外科 都志見（江向） 22･2811
○わらび摘みフェスタ  （10:00〜/平蕨台・福井上）内科 波多野（堀内） 25･2788

産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 沢村（江向） 22･1223
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 全真会（玉江浦） 22･4106

※小児科は 20 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

16→30日 日

月4

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

18日㊐
25日㊐
29日㊍㊗

［内科］
［内外科］
［内科］

福賀（阿武町）
松井（下田万）
川上（川上）

08388・5・0863
08387・2・0345
54・2014

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

16金

17土

18日

19月

22木

21水

20火

23金

24土

25日

26月

27火

28水

29木

30金
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※３月16日〜３月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

congratulation
co

n
d

o
len

ce
co

n
d

o
len

ce

■人の動き（平成22年３月末日）
　人　口／55,443人	（前月比ー229）男／25,438人（前月比ー88）
　世帯数／24,322世帯（前月比ー28）女／30,005人（前月比ー141）
　出　生／37人　死亡／78人

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

オドリコソウ（踊子草）

【販売コーナー】
▷午前９時〜午後５時
▷びわ、甘夏、たまねぎなど四季折々の農産物、
　鮮魚など海産物、瀬付きあじの押し寿司など
【レストラン】
▷午前11時〜午後３時　▷定休日　火曜日
▷新鮮な魚を使った「日本海定食」、うどんなど
■問い合わせ　明石インター直売所
　（２７・００４１）

表紙

　木々が新鮮な緑を羽織る頃、その木陰には笠を
かぶった踊り子が茎を取り巻き、輪になって踊っ
ているように見えるオドリコソウが姿を現しま
す。名前はまさにそこから来ています。
　花の色は赤に近い色から白まで様々な色合いを
見せ、春の道端を彩ります。沖縄を除く全国各地
に群生し、朝鮮半島から中国、樺太、サハリンま
で分布しており、春の新芽は山菜として天ぷらや
酢の物、汁物など食用になります。
　中国の民間療法では花を内服薬に、根を煎じ湿
布薬の代わりになります。
　やぐらの周りを花笠をかぶって踊っているよう
に見えるオドリコソウは春の舞姫ですね。

東光寺周辺にて

道の駅「萩・さんさん三見」
日本海が眺望でき、
６月には特産さんみびわ

萩市制施行５周年を迎え、表紙の題字を「HAGI」から漢字
（隷書体）の「萩」へリニューアルしました。（書　安藤雅泉）
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